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い
つ
ま
で
も

「
元
気
に
過
ご
し
た
い
」

　
こ
れ
は
だ
れ
も
が
願
う
こ
と
で

す
が
、
実
際
は
、
左
の
グ
ラ
フ
の

と
お
り
《
が
ん
・
心
疾
患
・
脳
血

管
疾
患
》
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が

死
因
の
３
分
の
２
を
占
め
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
特
徴
は
「
自
覚

症
状
が
な
い
」
こ
と
。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
の
意
志
で
ま
ず
健
診
に

行
く
。
そ
し
て
、
健
診
結
果
に
よ

り
早
期
治
療
・
生
活
改
善
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
糖
尿
病
・
脂

質
異
常
等
の
場
合
は
、
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
元
気
な
生

活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特集　健診で自分の命・生活を守る
平成 27 年度の各種検診がスタートします

あ
な
た
と
周
囲
の
人
の
た
め
に

　

健
康
な
と
き
は
、「
自
分
は
大

丈
夫
」
と
思
い
込
み
、
病
気
の
話

を
聞
い
て
も
他
人
事
に
感
じ
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
病
気

に
な
ら
な
い
人
間
は
一
人
も
い
ま

せ
ん
。
た
と
え
ば
、
あ
な
た
自
身

が
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
の
こ
と
を
想
像
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
治
療
の
た
め
に
通
院

し
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
に

な
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
な
た
自
身
の
生
活
も
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
あ
な
た
の

家
族
や
会
社
、
周
囲
の
人
た
ち
に

も
大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
に

…
。

　
健
診
は
、
あ
な
た
自
身
と
周
囲

の
人
の
「
安
心
」
に
つ
な
が
り
ま

す
。
あ
な
た
の
「
大
切
な
体
」
の

こ
と
、
一
度
真
剣
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

特
定
健
診
で
わ
か
る
こ
と

　
特
定
健
診
は
、
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
に
つ
な
が
る
高
血
圧
・
高
血

糖
・
脂
質
異
常
を
調
べ
る
健
診
で

す
。
主
な
検
査
項
目
は
、
身
長
・

体
重
・
腹
囲
測
定
、
尿
検
査
、
血

圧
測
定
、血
液
検
査
、内
科
診
察
、

心
電
図
、
眼
底
検
査
（
必
要
な
人

の
み
）
で
す
。
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これからは自分で健康管理をする時代

１　
特
定
健
診
で
笑
顔
と
安
心
を
届
け
た
い

桜井市国保特定健診受診率の推移
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平成 24 年 死因別死亡率（人口 10 万対）

　
特
定
健
診
は
、
み
な
さ
ん
が
加

入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
（
保
険

者
）
が
窓
口
と
な
り
、
会
社
員
の

人
な
ど
は
勤
務
先
や
事
業
所
か

ら
、
健
診
が
案
内
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
保
険
者
に
よ
り
、
検
査
項
目

や
実
施
方
法
も
異
な
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

桜
井
市
国
保
の
特
定
健
診
で

見
え
て
く
る
こ
と

　
受
診
者
数
は
年
々
伸
び
、
平
成

26
年
度
は
約
３
、０
０
０
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
受
診
率
に
置
き
換
え
る

と
、
桜
井
市
国
保
加
入

者
の
健
診
受
診
率
は

奈
良
県
全
体
と
比
べ

て
低
く
、
対
象
者
約

１
２
、０
０
０
人
に
対

し
、
４
人
に
１
人
の
割

合
で
し
か
受
診
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は

健
診
を
受
け
て
い
な
い

３
人
の
中
に
入
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　
健
康
は
毎
日
刻
々
と

変
化
し
て
い
ま
す
。
健

康
状
態
を
確
認
で
き
る

健
診
は
、
自
分
の
生
活

習
慣
を
見
直
す
絶
好
の

機
会
で
す
。

県全体
桜井市
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説
明
会
ま
で
受
け
て
こ
そ

　

桜
井
市
国
保
の
特
定
健
診
で

は
、
結
果
に
応
じ
て
集
団
の
結
果

説
明
会
や
個
別
の
健
康
相
談
を
案

内
し
て
い
ま
す
。

　
「
ど
う
し
て
数
値
が
高
く
な
る

の
？
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
な
か

な
か
病
院
の
先
生
に
は
聞
け
な
い

…
。
そ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
す
る

の
が
私
た
ち
保
健
師
の
役
割
！
私

た
ち
が
、
あ
な
た
の
体
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

　
「
結
果
が
悪
か
っ
た
か
ら
怒
ら

れ
る
ん
で
し
ょ
」
と
思
っ
て
い
る

あ
な
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
楽
し
く
生
活
を
改
善
す
る

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
私
た
ち

の
役
割
。
怖
い
の
は
、
悪
い
数
値

を
放
っ
て
お
く
こ
と
。

　
健
診
結
果
と
一
緒
に
「
あ
な
た

は
健
康
指
導
対
象
者
で
す
」
と
い

う
案
内
が
届
い
た
ら
、
面
倒
に
思

わ
ず
に
ま
ず
は
話
を
聞
き
に
き
て

く
だ
さ
い
。

２　
健
診
は
受
け
た
後
が
肝
心

希望者の人、だれでもお気軽に！　健康相談 を利用してください。
　「健診結果が気になる」「生活習慣を見直したいが、具体的に何をしたらいいの？」等、生活習慣病に関す
る相談を受付けています。また、生活改善をしないといけないのは分かっているけど実行ができない人に対
しても、実行に向けてのお手伝いをします。必ず電話で申込んでください。

▽日時　７月 13 日（月）午前９時 30 分～ 11 時　

▽場所　市役所３階第１会議室

▽内容　保健師・管理栄養士の健康相談、☆血圧測定、
☆身長・体重測定、☆体脂肪測定、☆尿検査　　
☆は必要な人のみ実施

▽ �持ち物　健康手帳、検査結果等、健康状態がわかる
もので必要と思われるものを持参してください。

▽料金　無料

▽申込・問い合わせ先　
　健康推進課（ 45‐ 3443）

よくある声。
健診後の個別指導や説明会は
必ず行かないといけないの？

決して強制ではありません。ですが、あなた
自身の健康のためにも、一度話を聞きに来て
ください。保健師など専門家があなたの健康
をサポートします！

自分の体の中で起こって
いることがよくわかった

自分の食べてる量の
多さにビックリ。

早速、生活改善に取り組んで
みようと思います。

毎年、説明会に参加して
気を引き締めています！

調子はどうですか？何でも聞いてくださいね

分からないことは個別で相談も！

広報わかざくら　平成27年６月号
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社会保険に加入している 40 ～ 74 歳の人
加入している（健康）保険者が窓口となります。
健診は「特定健康診査」「事業所健診」「生活習慣病予
防健診」「人間ドック」という名称で実施されており、
40 ～ 74 歳の会社員本人・扶養家族が対象となります。
加入している健康保険の担当窓口へ問い合わせてくだ
さい。

後期高齢者医療制度に加入している人
いつまでもすこやかに過ごすために…
糖尿病等の生活習慣病の早期発見、早期治療を目的と
して健康診査を実施します。

▽期間　6 月１日～平成 28 年 1 月 31 日

▽ �実施場所　市内の協力医療機関および県内の協力医
療機関（市内の協力医療機関の名称等は、5 月下旬
に送付している受診券に同封しています。）

▽ �健診内容　◎問診　◎身体計測、血圧測定、尿検査　
◎血液検査　◎心電図　◎眼底検査（該当者のみ）

▽料金　500 円
※�受診券は 5 月下旬に送付しています。（4 月以降に

75 歳になる人は、誕生月の 2 か月後に発送します）
※�治療の一環として同様の検査を受けている場合は、

この健康診査を受ける必要はありませんので、医療
機関に受診中の人はお医者さんに相談してくださ
い。

▽ �問い合わせ先　保険医療課医療係（ 42 ‐ 9111
内線 522、524）

16 歳～ 40 歳未満の人
健診と結果説明会がセットになった「わかざくら健診」
を実施しています。日程・場所等が決まっている集団
健診になり、事前予約が必要です（定員あり）。健診当
日には、胸部レントゲン撮影を無料実施しています。

▽問い合わせ先　健康推進課　（ 45‐ 3443）

40 歳以上で生活保護を受けている人
広報わかざくら４月号折込みの健康カレンダー「さわ
やか健診」欄でご覧いただくか、健康推進課まで問い
合わせてください。

▽問い合わせ先　健康推進課　（ 45‐ 3443）

桜井市国保加入者の人へ

5 月下旬に ピンク色の封筒で受診券を送付して
います。

▽ �対象者　桜井市国民健康保険に加入している
40 ～ 74 歳の人

▽期間　６月１日～平成 28 年２月末

▽ �検査内容　問診、診察、身体計測、血圧、尿
検査（糖・蛋白）、血液検査（脂質・糖質・肝
機能・腎機能・貧血）心電図、眼底検査（該
当者のみ）

▽ �受け方　奈良県内の協力医療機関で受診する
か、市役所等でがん検診とセットで受診

※詳しくは、送付文に案内しています。

▽ �持ち物　保険証、受診券、質問票、自己負担
金 1,000 円

◎�案内が届いていない場合は、保険医療課給付
係（ 42 ‐ 9111 内線 527、526）まで問
い合わせてください。

特定健診は加入している健康保険により受診方法等が違います

よくある声。
毎月先生のところで診てもらって
いても、健診は受けた方がいいの？

定期的に血液検査をされている人も健診の
対象です。主治医に、特定健診を受けたい
ことを相談しましょう。

広報わかざくら　平成27年６月号
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歯科名 所在地 電話番号 歯科名 所在地 電話番号
岩城歯科医院 大福 270 46 ‐ 1000 竹内歯科医院 阿部 311 ‐ 2 43 ‐ 8241
上杉歯科医院 箸中 979 ‐ 1 45 ‐ 3330 竹野歯科医院 阿部 511 ‐ 2 44 ‐ 1146
上田歯科医院 三輪 394 42 ‐ 6229 辻歯科医院 桜井 772 42 ‐ 6876
有城歯科医院 初瀬 903 ‐ 1 47 ‐ 7555 つだ歯科医院 粟殿 1014 ‐ 1 44 ‐ 1418
岡村歯科医院 三輪 354 ‐ 31 42 ‐ 6336 とよだ歯科医院 上之庄 278‐1 44 ‐ 1700
上海道歯科医院 太田 242 ‐ 3 44 ‐ 1182 中村歯科医院 桜井 530 ‐ 3 45 ‐ 0118
小山歯科 忍阪 1 ‐ 1 46 ‐ 0008 伯田歯科医院 桜井 560 ‐ 1 42 ‐ 9230
近藤歯科医院 粟殿 453 ‐ 3 43 ‐ 7188 橋本歯科医院 桜井 887 42 ‐ 3122
さかぐち歯科クリニック 上之宮 404‐1 46 ‐ 5255 ふくだ歯科医院 桜井 139 ‐ 1 45 ‐ 0110
下岡歯科医院 忍阪 45 ‐ 1 42 ‐ 6000 福辻歯科医院 谷 256 ‐ 8 42 ‐ 2912
下村歯科医院 桜井 203 ‐ 2 43 ‐ 0418 松井歯科医院 桜井 26 ‐ 2 42 ‐ 2236
芭蕉堂歯科医院 桜井 935 43 ‐ 8648 御簾歯科医院 粟殿 1016 ‐ 5 45 ‐ 4618
杉平歯科医院三輪診療所 三輪 392 ‐ 1 42 ‐ 6262 南野歯科医院 川合 256 ‐ 6 43 ‐ 7418
杉平歯科医院 川合 259 ‐ 3 43 ‐ 6488 山本歯科医院 大福 79 42 ‐ 3110

〈桜井市内の口腔健診実施歯科医療機関一覧表〉

桜井市外での受診を希望する場合は、奈良県後期高齢者医療広域連合（ 29 ‐ 8430）まで問い合わせてください。

40 歳～ 74 歳の頭部 MRI・MRA 検査

▽対象者　40 歳～ 74 歳で下記の助成条件全てを満たす人

▽実施期間　平成 28 年 3 月末まで　（ただし定員になり次第、締め切ります）

▽自己負担金　8,280 円（検査費用 27,780 円のうち 19,500 円助成後の負担金）

▽定員　100 名（先着順）

▽検査内容　問診、頭部 MRI・MRA 検査

▽持ち物　保険証・認印・自己負担金

▽助成条件　①平成 27 年 4 月 1 日現在、40 歳以上かつ 1 年以上桜井市国保に加入していること。
②桜井市国保税の未納（分納含む）のない世帯であること。
③ 6 月１日～平成 28 年 2 月末までに、特定健康診査を受診すること。
④検査日に桜井市国保資格を有し、さかのぼって脱退予定（就職・転出ほか）がないこと。

申込みは下記医療機関へ直接問い合わせてください

３　
そ
の
他 

検
診
の
お
知
ら
せ

医療機関名 所在地 申込電話番号 受付時間 申込窓口・方法（休診日をのぞく）
済生会中和病院 阿部 323 43 ‐ 5001 13:00 ～ 16:30 初診受付へ

（８月から健診棟の健診窓口へ）
山の辺病院 草川 60 45 ‐ 1199 13:00 ～ 16:30 総合受付へ
大和橿原病院 橿原市石川町 81 27 ‐ 1071  8:30 ～ 16:30 受付窓口または電話

のぐちクリニック 上之庄 711 ‐ 1 47 ‐ 2355  9:00 ～ 12:30
16:00 ～ 19:00 受付窓口へ

グランソール奈良 宇陀市菟田野松井 8‐1 0745 ‐ 84
‐ 9333  9:00 ～ 16:30 受付窓口または電話

◆ 桜井市国民健康保険に加入している人へ

◆ 後期高齢者（75 歳以上）の人へ

「お口の健康診査」( 口腔健診 ) を実施します！
高齢者の健康を保持・増進し、生活の質の向上を図り、健康寿命を伸ばすことを目的としています。

▽対象者 　75 歳、80 歳、85 歳（平成 27 年 4 月 1 日現在）の奈良県後期高齢者医療保険の加入者

▽実施期間　6 月 1 日～ 11 月 30 日

▽自己負担金 　なし

▽実施方法　下記の歯科医療機関 にて、口腔健診を実施

▽持ち物　受診券※（ハガキ）・保険証

▽申込み方法　口腔健診実施歯科医療機関一覧表にある歯科医へ、事前に電話等にて申込んでください。
※受診券は、５月下旬に奈良県後期高齢者医療広域連合から健診対象の人に送付しています。
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４　
が
ん
検
診
ほ
か　
～
早
期
発
見
が
決
め
手
～

定員などを設定している検診もありますので、計画的に受診しましょう。
検診名
★印－事前申込が
必要
《 対象 》

場所
内容
（すべての検診に問診
が付きます）

実施 ・ 受診方法 料金

★胃がん・肺がん
セット検診

《35 歳以上の市民》
市役所※１

胃がん検診：胃部バリ
ウム造影
肺がん検診：胸部レン
トゲン撮影
痰
たん

の検査（必要な人の
み）

定員15名、事前申込が必要※２
７月２日 ( 木 )・６日 ( 月 )・７
日 ( 火 )・８日 ( 水 )・29 日 ( 水 )・
30 日 ( 木 ) いずれも、受付時間
9:00 ～ 11:20　　

胃がん 900 円　
肺がん無料 ( 痰

たん
検査

実施時 300 円 )

大腸がん検診
《40 歳以上の市民》

市内実施
医療機関 便潜血検査

直接、実施医療機関へ
■�医療機関受付で、市の検診利
用の旨を告げてください　

1,000 円

前立腺がん検診
《50 歳以上の男性》

市内実施
医療機関

PSA 検査
( 血液検査 )

直接、実施医療機関へ
■��医療機関受付で、市の検診利
用の旨を告げてください　

600 円

★子宮がん検診
《20 歳以上の女性》

市内実施
医療機関

視診
内診
細胞診

電 話 で 健 康 推 進 課（ 45 ‐
3443）へ　　

2,000 円（ 体 部 検
診実施時 3,500 円）

★乳がん検診
《40 歳以上の女性》

健康推進課ま
で問い合わせ
てください

視触診
マンモグラフィー撮影

電 話 で 健 康 推 進 課（ 45 ‐
3443）へ　　 2,300 円

が
ん
は
死
亡
原
因
の
第
１
位

　
日
本
で
は
、
２
人
に
１
人
が
、

が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
、
３
人

に
１
人
が
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
医
療
の
進
歩

に
よ
り
、
が
ん
は
早
期
発
見
・
治

療
す
れ
ば
、
完
治
す
る
可
能
性
は

格
段
に
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

が
ん
は
初
期
の
状
態
で
は
自
覚
症

状
が
現
れ
に
く
く
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
決
め
手
は
、
が
ん
検

診
で
す
。

　
桜
井
市
で
は
、
下
表
の
と
お
り

の
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
、

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
、
自

分
の
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

※１�胃がん検診は、毎年 11 月～１月、肺がん検診は６月に巡回検診を行います。該当月の前月までに広報わかざ
くらに掲載しますので、確認してください。

※２胃がん・肺がんセット検診の申込みは医療センター（ 45‐2505）、または健康推進課（ 45‐3443）まで。
注意：胃がん検診、肺がん検診では、妊娠中、妊娠の可能性ある人、授乳中の人は検診を受けることができません。

また、胃腸疾患治療中の人はかかりつけ医で受診してください。

生
活
習
慣
と
各
種
が

ん
の
因
果
関
係
が
明

ら
か
に
…
。

　

が
ん
の
原
因
と
い
わ
れ
る
生

活
習
慣
の
中
で
、
何
に
よ
っ
て
、

ど
の
が
ん
の
リ
ス
ク
が
、
ど
れ

く
ら
い
高
く
な
っ
て
い
る
か

が
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

が
ん
予
防
・
検
診
研
究
セ
ン
タ
ー

の
調
査
に
よ
り
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
科
学
的
に
妥
当
な

研
究
方
法
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
結
果
を
も
と
に
、
が
ん
の

予
防
法
を
提
示
し
ま
す
。

　
喫
煙　

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い

る
人
は
禁
煙
を
。
吸
わ
な
い

人
も
煙
を
で
き
る
だ
け
避
け

る
こ
と
。

飲
酒　

飲
む
な
ら
、
節
度
あ

る
飲
み
方
を
。

�

食
事　

か
た
よ
ら
ず
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
。

�

身
体
活
動　

日
常
生
活
を
活

動
的
に
。

�

体
形　

体
重
を
管
理
し
、
適

切
な
範
囲
内
に
。

�

感
染　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

検
査
と
適
切
な
措
置
を
。
機

会
が
あ
れ
ば
ピ
ロ
リ
菌
感
染

検
査
を
。

がんに関する
ちょこっとメモ
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子宮頸がん検診 乳がん検診 大腸がん検診
平成 6 年 4 月 2 日～平成 7 年 4 月 1 日 昭和 49 年 4 月 2 日～昭和 50 年 4 月 1 日 昭和 49 年 4 月 2 日～昭和 50 年 4 月 1 日

平成 4 年 4 月 2 日～平成 5 年 4 月 1 日 昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 48 年 4 月 1 日 昭和 44 年 4 月 2 日～昭和 45 年 4 月 1 日

昭和 62 年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月 1 日 昭和 42 年 4 月 2 日～昭和 45 年 4 月 1 日 昭和 39 年 4 月 2 日～昭和 40 年 4 月 1 日

昭和57年4月2日～昭和60年4月1日 昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 40 年 4 月 1 日 昭和 34 年 4 月 2 日～昭和 35 年 4 月 1 日

昭和 52 年 4 月 2 日～昭和 55 年 4 月 1 日 昭和 32 年 4 月 2 日～昭和 35 年 4 月 1 日 昭和 29 年 4 月 2 日～昭和 30 年 4 月 1 日

昭和 49 年 4 月 2 日～昭和 50 年 4 月 1 日 昭和 29 年 4 月 2 日～昭和 30 年 4 月 1 日

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
発
行
し
ま
す

　
国
の
制
度
に
よ
り
、
下
表
の
生

年
月
日
に
該
当
す
る
人
に
子
宮
頸

が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
（
男

性
は
大
腸
が
ん
の
み
）
の
検
診
料

金
が
無
料
に
な
る
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。（
※
の
人
を
除
く
）
該
当
者

に
は
、
５
月
末
に
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
今
回
の
対
象
者
は
平
成

27
年
４
月
20
日
現
在
で
抽
出
し
て

い
る
た
め
、
４
月
21
日
以
降
の
転

入
者
等
で
お
手
元
に
桜
井
市
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
な
い

人
は
、
健
康
推
進
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
検
診
期
間
は
、
平
成
28
年
２
月

29
日
ま
で
で
す
。
乳
が
ん
検
診
を

受
診
希
望
の
人
は
、
平
成
28
年
１

月
29
日
ま
で
に
健
康
推
進
課
ま
で

電
話
で
申
込
み
が
必
要
で
す
。　

　

�

本
制
度
開
始
に
伴
い
、
特
に
乳

が
ん
検
診
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

上
記
年
齢
に
該
当
す
る
人
の
中

で
、
過
去
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
使
用
し
て
子
宮
頸
が
ん
検

診
・
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ

た
人
に
は
今
回
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
今
回
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
以
外

の
人
は
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
は
２
年
に
１
回
、
大
腸

が
ん
検
診
は
１
年
に
１
回
の
公

費
負
担
制
度
（
一
部
自
己
負
担

あ
り
）
を
利
用
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

0

2

4

6

8

10

12

14

1980 1990 2000 2010
（年）

（万人）

が
ん
最
新
事
情

胃
・
大
腸
・
肺
・
前
立
腺
が
ん

の
罹り
か
ん患
数
※
は
30
年
で
６
～
７

倍
に
！

（�

※
罹
患
数
：
新
た
に
が
ん
と
診

断
さ
れ
る
症
例
の
数
）

　
高
齢
化
等
の
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
り
、

30
年
前
と
比
べ
、
胃
・
大
腸
・
肺
・

前
立
腺
・
乳
が
ん
に
か
か
る
人
の

数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

※�

女
性
の
乳
が
ん
は
２
０
０
３
年

以
降
の
デ
ー
タ
。

　
が
ん
は
、
か
ら
だ
の
ど
の
部
位

に
も
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
が
、
特
に
罹
患
の
可
能
性
が
高

い
部
位
に
、
検
診
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

罹患数の推移

胃

大腸
乳房

膵臓

肺

肝臓

前立腺

〈国立がん研究センター〉

　
特
に
喫
煙
は
、
が
ん
全
体
の
リ

ス
ク
が
上
が
る
こ
と
が
「
確
実
」

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
検
診
と
と
も
に
、
が
ん
に
な
り

に
く
い
生
活
習
慣
の
取
り
組
み
を

は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

確実
確実

確実
確実

確実
確実

ほぼ確実
可能性あり

可能性あり

全がん 食道がん 肺がん 胃がん 子宮頸がん膵がん 肝がん 大腸がん 乳がん
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月
火
木
金

登
園

い
ろ
い
ろ
な

遊
び
を
す
る

片
付
け

ク
ラ
ス
全
体

で
活
動
す
る

昼
食

い
ろ
い
ろ
な

遊
び
を
す
る

降
園

預
か
り
保
育

水 登
園

い
ろ
い
ろ
な

遊
び
を
す
る

片
付
け

ク
ラ
ス
全
体

で
活
動
す
る

降
園

預
か
り
保
育

みんなで心をひとつに合わ
せると心地よい音が響きま
す。（表現力）

各幼稚園の所在地と電話番号＜保育サポートのボランティアを募集します。詳細は近くの幼稚園まで＞
　桜井南幼稚園（河西 207） 43 ‐ 2947　　　安 倍 幼 稚 園（生田 578） 42 ‐ 3608
　桜井西幼稚園（大福 356） 42 ‐ 9107　　　三 輪 幼 稚 園（三輪 324） 42 ‐ 6077
　織田纒向幼稚園（芝 1835） 43 ‐ 0240　　　【学校教育課（ 42 ‐ 9111 内線 602）】

子どもが輝く公立幼稚園

作り方の分からない友達
に優しく教えています。
（人とかかわる力）

カブトムシと遊びな
がら生き物に命があ
ること学んでいきま
す。（探究心）

カブトムシはここ
をもつといいよ

ねえねえ、どう
やってつくるの？

= 幼稚園の 1 日＝ 子育て支援
◆預かり保育　
教育時間終了後、仕事や家庭の都
合など保護者の希望に応じて、月
～金曜日の午後４時まで実施して
います。夏、冬休みも実施してい
ます。
◆わくわくランド
月１回～２回、２歳児～３歳児を
対象に実施しています。詳しくは
各幼稚園まで。

幼稚園は心豊かな人間を育てる学びの場です
公立幼稚園では一人ひとりの育ちを大切にし、様々な体験や遊びを通して、感動する心や自分で考え行動する
意欲、良いことや悪いことの区別、他者への思いやりなどを育てます。

～幼稚園で身につく力～　（例えば…）

8:30 11:30 14:00 16:00
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〈平成27年3月末現在〉
事 業 名

個人 団体 合 計市内 市外 市内 市外
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

①�纒向遺跡の調査研
究・保存活用 73 681,400 1,194 15,424,019 6 140,700 8 295,000 1,281 16,541,119

②産業又は観光の振興 7 21,000 114 986,000 2 2,000,000 0 0 123 3,007,000

③自然環境の保全 5 47,000 309 2,441,750 2 1,300,000 0 0 316 3,788,750

④医療又は福祉の充実 14 371,000 183 3,307,500 0 0 2 70,000 199 3,748,500

⑤教育又は文化の振興 13 183,000 206 1,948,000 1 11,150 0 0 220 2,142,150
⑥�消防、救急又は防災

の充実 8 35,000 31 234,000 1 1,000,000 0 0 40 1,269,000

⑦指定無し 19 2,656,000 772 6,681,000 3 2,777,106 1 500,000 795 12,614,106

合 計 139 3,994,400 2,809 31,022,269 15 7,228,956 11 865,000 2,974 43,110,625

平成 22 年度までの寄附金総額 21,989,324

平成 23 年度寄附金総額 2,269,500

平成 24 年度寄附金総額 3,744,650

平成 25 年度寄附金総額 7,071,000

平成 26 年度寄附金総額 8,036,151

平成 27 年 3 月 31 日現在の合計額 43,110,625

卑弥呼の里・桜井ふるさと寄附金のご報告

広報わかざくら　平成27年６月号

桜
井
市
で
は
、
平
成
20
年
８
月
に

「
卑
弥
呼
の
里
・
桜
井
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
を
設
置
し
、
邪
馬
台
国
の

ロ
マ
ン
に
心
魅
か
れ
る
人
や
桜
井
市
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
か
ら
の
寄
附
を

募
っ
て
い
ま
す
。
遺
跡
の
現
地
説
明
会

や
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
市
内
で
行
わ

れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
PR
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
次
の

と
お
り
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
応
援
の
も
と
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市

民
税
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
４
５
）

平
成
26
年
度

ふ
る
さ
と
寄
附
金
活
用
実
績

市
民
協
働
推
進
補
助
金
に

７
８
万
６
３
９
０
円

　

市
民
の
み
な
さ

ん
が
取
り
組
む
新

た
な
公
益
活
動
を

応
援
す
る
事
業
補

助
制
度
と
し
て
活

用
し
ま
し
た
。
応

募
団
体
は
公
開

型
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
を
発
表
。
平
成
26
年

度
は
９
事
業
が
採
択
さ
れ
、
公
益
的
な

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
相
談
員
事
業
に
１
０
０
万
円

　
各
中
学
校
区
単
位
の
市
内
４
か
所
に

相
談
員
を
配
置
し
ま
し
た
。
様
々
な
悩

み
事
を
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
、
地

域
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
や

福
祉
委
員
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
福
祉
の
充
実
を
目
指
す
取
り
組
み
に

活
用
し
ま
し
た
。

纒
向
遺
跡
の
調
査
研
究
・
保
存
活
用
に

１
０
０
万
円

・
現
地
説
明
会
の
開
催

　
纒
向
遺
跡
第
１
８
３
次
調
査
の
現
地

説
明
会
を
平
成
27
年
２
月
に
開
催
し
、

約
１
、１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
昨
年
度
の
東
隣
接
地
（
JR

桜
井
線
東
側
）
を

発
掘
調
査
し
、
建

物
遺
構
や
溝
な
ど

を
確
認
。
土
坑
か

ら
は
卜ぼ
っ
こ
つ骨
が
出
土

し
ま
し
た
。 

・�

調
査
研
究
情
報

の
発
信

　

纒
向
学
研
究
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
様
々
な
研
究
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
情
報
発
信
事
業
と
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
「
研
究
紀
要
」・「
セ
ン
タ
ー

年
報
」・「
纒
向
考
古
学
通
信
」
な
ど
を

刊
行
し
、
全
国
の
大
学
や
研
究
機
関
等

に
発
送
し
ま
し
た
。

・
啓
発
、
普
及
事
業
の
開
催

　

市
民
対
象
の
入

門
講
座
「
纒
向
考

古
楽
講
座
」
を
開

催
。
市
立
図
書
館

で
は
２
回
の
纒
向

学
セ
ミ
ナ
ー
を
開

き
、
合
わ
せ
て
約

４
７
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
首
都
圏
に
お
け
る
桜
井
市
や

纒
向
遺
跡
の
知
名
度
の
向
上
と
調
査
研

究
成
果
の
発
信
を
目
的
と
し
て
、
平
成

26
年
11
月
に
千
代
田
区
有
楽
町
の
よ
み

う
り
ホ
ー
ル
で
、
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅲ

「
纒
向
出
現
―
邪
馬
台
国
東
遷
説
を
考

え
る
―
」
を
開
催
し
、
約
９
０
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

（円）
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介
護
保
険
制
度
が
平
成
12
年
に
創

設
さ
れ
て
か
ら
、
高
齢
者
数
は

急
速
に
増
加
。
そ
れ
に
伴
い
介
護
に
必

要
な
給
付
額
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
制

度
の
運
営
に
は
、
増
加
す
る
給
付
額
に

合
わ
せ
て
、
保
険
料
額
だ
け
で
は
な
く

利
用
者
の
負
担
額
を
見
直
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
の
所
得
に

応
じ
た
負
担
額
の
変
更
や
、
補
足
給
付

の
要
件
を
見
直
す
こ
と
で
利
用
者
負
担

の
公
平
化
を
図
る
も
の
で
す
。

①�

施
設
利
用
者
の
居
住
費
と
食
費
の
負

担
が
軽
く
な
る
限
度
額
認
定
証
の
発

行
要
件
が
変
わ
り
ま
す
。

・�

住
民
票
上
、
世
帯
が
異
な
る
配
偶
者

の
所
得
も
合
わ
せ
て
考
え
ま
す
。

・�

預
貯
金
等
が
単
身
１
、０
０
０
万
円

以
下
、
夫
婦
２
、０
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。

・�

区
分
の
決
定
に
あ
た
り
、
非
課
税
年

金
を
収
入
と
し
て
算
定
。（
平
成
28
年

８
月
か
ら
）

②�

一
定
所
得
以
上
の
人
※
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
が
２
割
に

な
り
ま
す
。

※
一
定
所
得
以
上
の
人
と
は　

　
年
金
収
入
と
そ
の
他
合
計
所
得
金
額

の
合
計
が
２
８
０
万
円
以
上
の
人
。（
た

だ
し
、
65
歳
以
上
の
人
が
２
人
以
上
の

世
帯
は
、
３
４
６
万
円
未
満
の
場
合
、

１
割
の
ま
ま
で
す
。）

　
７
月
下
旬
に
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
持
っ
て
い
る
人
に
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
と
は
別
に
介
護
保
険
負
担
割

合
証
を
交
付
し
ま
す
。

③�

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
多
床
室
の
室

料
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

・�

多
床
室
の
負
担
金
額
が
３
７
０
円
→

８
４
０
円
に
変
更
。（
た
だ
し
、
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

３
７
０
円
で
す
。）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
介
護

保
険
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
６
）

市
税
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
納

期
限
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
期

限
内
に
全
額
納
付
が
な
い
こ
と
を
「
滞

納
」
と
い
い
ま
す
。
滞
納
す
る
こ
と
に

よ
り
市
税
の
ほ
か
に
、
督
促
手
数
料
・

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
な
ど
、
納
付
す

る
人
に
は
不
利
益
に
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
滞
納
整
理
事
務
に
多
く
の
費
用

と
時
間
が
か
か
り
、
市
の
財
政
を
圧
迫

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
納
期
限
を
守
り
確
か
な

納
税
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ビ
ニ
店
舗
で
納
付
が
で
き
ま
す

　

納
期
限
内
の
納
付
書
な
ら
金
融
機

関
・
市
役
所
に
加
え
て
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
店
舗
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
で
は
24
時

間
納
付
が
可
能
で
、
金
融
機
関
の
閉
店

後
や
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
納
付
書
や
納

付
書
１
枚
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え

る
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
で
納
付

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
取
扱
項
目
は
、
固
定
資
産
税
（
都
市

計
画
税
）・
市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

　
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
に
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
事

前
に
税
務
課
お
よ
び
保
険
医
療
課
の
徴

収
担
当
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

差
し
押
さ
え
処
分　

 

市
の
自
主
財
源
の
確
保

を
図
る
こ
と
か
ら
も
、
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
た
み

な
さ
ん
と
の
公
平
性
を
保

ち
、
滞
納
を
解
消
す
る
た

め
、
積
極
的
に
不
動
産
・

動
産
・
債
権
等
の
差
押
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
動
産
・

不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
も
行
っ
て
い
ま

す
。）

▽�

納
付
相
談
窓
口

42
‐
９
１
１
１

税
務
課

（
内
線
５
７
２・５
７
３
）

保
険
医
療
課

（
内
線
２
２
６・５
２
５
）

平成 26 年度に市が行った処分件数（差押・参加差押）
不動産 給与 預貯金 生命保険 その他 合計
６件 31 件 616 件 62 件 69 件 784 件

平成 27 年８月～　介護保険制度が変わります

ストップ・ザ・滞納！

90
91
92
93
94
95
96
97
98

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

％ 徴収率の推移

第 1 号被保険者
（65 歳以上）

年金収入
＋その他合計所得
金額 280 万円以上

65 歳以上が
２人以上の世帯
346 万円未満

年金収入
＋その他合計所得
金額 280 万円未満

上記以外の場合

１割負担

１割負担

2 割負担

91.74% 91.97%

94.01%

95.47%

96.78%
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入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
事
前
の

申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
左

記
を
確
認
の
う
え
、
総
務
課
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
６
月
１
日
（
月
）
～
15
日
（
月
）
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
ま
で
に
総
務
課
ま
で
直
接
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
付
期
間
終
了
後
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
用
紙
・
入
札
説
明
書

　

直
接
総
務
課
で
受

け
取
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（ http://

w
w

w
.city.sakurai.

lg.jp 

）
の
入
札
情
報

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

入
札
日
時
・
場
所

６
月
22
日
（
月
）

市
役
所
２
階
大
会
議
室

・
第
１
号
物
件　

午
前
９
時
30
分
～

・
第
２
号
物
件　

午
前
10
時
30
分
～

▽
公
売
物
件

　
下
記
の
土
地
を
現
状

有
姿
で
処
分
し
ま
す
。

▽
特
別
売
却
条
件

　
本
物
件
落
札
後
、
風

俗
営
業
の
用
途
に
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
も
の

と
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

３
２
６・３
２
８
）

桜井市普通財産の土地を公売します

平
成
26
年
度
よ
り
地
域
に
相
談
員

を
配
置
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
身
近
な
生
活
上
の
相
談
に
の
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
社
会
福
祉
協
議

会
（
地
区
社
協
）、
民
生
・
児
童
委
員

や
福
祉
委
員
な
ど
地
域
の
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
相
談
員
も
増
員
し
、
充
実

し
た
体
制
を
整
え
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員
を
置
く
目
的

・�

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
、

互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
。

・�

悩
み
を
相
談
で
き
る
人
が
身
近
に
い

る
な
ど
、
地
域
で
の
相
談
体
制
を
整

え
る
こ
と
。

・�

地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
も
連

携
し
な
が
ら
地
域
福
祉
の
充
実
を
目

指
す
こ
と
。

相
談
員
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

・�

介
護
、
看
護
、
医
療
の
相
談
な
ど
、

地
域
住
民
か
ら
の
生
活
上
身
近
な
相

談
を
受
け
ま
す
。

・�

地
区
社
協
の
役
員
や
地
域
の
民
生
委

員
と
定
期
的
な
会
合
を
開
催
し
た
り
、

福
祉
委
員
が
行
っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
に
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
の
各
種
団
体
と

積
極
的
に
連
携

し
、
地
域
に
お
け

る
情
報
共
有
を
図

り
ま
す
。

※�

相
談
は
来
所
ま
た
は
電
話
で
受
付
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
都
合
に
よ
り

相
談
時
間
中
で
あ
っ
て
も
不
在
の
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
所
す
る
場

合
は
あ
ら
か
じ
め
確
認
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※�

水
・
土
・
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
年
末

年
始
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
８
２
）

地域福祉相談員事業が充実しました

相談場所・時間
桜井市活き生き広場

（桜井中学校区）
月・木

9:00 ～ 17:00
大字桜井173‐3（桜井一番街）

45 ‐ 5501
桜井西ふれあいセンター分館

（桜井西中学校区）
火・金

9:00 ～ 17:00
大字西之宮 211 ‐ 1

43 ‐ 9107
桜井東ふれあいセンター分館

（桜井東中学校区）
火・金

9:00 ～ 17:00
大字初瀬 1626 ‐ 1

47 ‐ 8275
桜井北ふれあいセンター分館

（大三輪中学校区）
火・金

9:00 ～ 17:00
大字豊田 311 ‐ 2

47 ‐ 4350

所在地番 地目 地積 最低入札価格

第 1 号 大字芝 95 番 5 雑種地 公簿 281.00㎡
（約 85.00 坪） 10,481,000 円

第２号 安倍木材団地
１丁目 9 番 6 宅地 公簿 208.41㎡

（約 63.04 坪）  7,627,000 円

2 物件とも　市街化区域、第１種住居地域、建ぺい率 60％、
容積率 200％、15 ｍ高度地区

広報わかざくら　平成27年６月号

第１号物件第２号物件
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「�

桜
井
市
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
推
進
条
例
」

　
　
　
を
制
定
し
ま
し
た
！

　　

歯
と
口
腔

の
健
康
は
質

の
高
い
生

活
を
営
む
た

め
に
重
要
な

要
素
で
あ
り
、
ま
た
生
涯
を
通

じ
て
そ
れ
ら
の
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

桜
井
市
で
は
こ
の
こ
と
に
着

目
し
、
平
成
26
年
３
月
に
健
康

さ
く
ら
い
21
計
画
（
第
二
次
）

を
策
定
し
た
際
、
歯
と
口
腔
の

健
康
の
取
り
組
み
も
入
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
歯
と
口
腔

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
基
本

理
念
を
定
め
、
市
お
よ
び
歯
科

医
療
・
保
健
関
係
者
の
責
務
、

市
民
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
相
互
に
連
携
し
、

一
体
と
な
っ
て
歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
『
桜
井
市
歯

と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条

例
』
を
平
成
27
年
３
月
19
日
付

け
で
公
布
し
ま
し
た
。

番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。７
健 康 だ よ り ※お問い合わせは健康推進課

　　（保健会館　 ４５‐ ３４４３）へ

月の保健事業
乳幼児健康診査（対象者には個人通知します。内容・持ち物等はそちらで確認してください。）

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所

４か月児健康診査
平成 27 年 3 月 1 日～ 3 月 15 日生まれ 7 月16 日（木）13：00 ～ 14：00

保
健
会
館

平成 27 年 3月 16 日～ 3月 31 日生まれ 7 月31 日（金）13：00 ～ 14：00

10 か月児健康診査
平成 26 年 9 月 1 日～ 9 月 15 日生まれ 7 月17 日（金）13：00 ～ 14：00

平成 26 年 9月 16 日～ 9月 30 日生まれ 7 月30 日（木）13：00 ～ 14：00

1 歳 6か月児健康診査
平成 25 年 12 月 1日～ 12 月 15 日生まれ 7 月 2 日（木）13：00 ～ 14：00

平成 25年 12 月 16 日～ 12 月 31 日生まれ 7 月 3 日（金）13：00 ～ 14：00

2 歳 6か月児歯科健康診査 平成24 年12 月生まれ 7 月 2 日（木）９：00 ～ 10：00

3 歳 6か月児健康診査
平成 23 年 12 月 1日～ 12 月 15 日生まれ 7 月23 日（木）13：00 ～ 14：00

平成 23年 12 月 16 日～ 12 月 31 日生まれ 7 月24 日（金）13：00 ～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児健康相談）

主に生後 9 か月
未満の乳児

7 月16 日（木） 
 9：30 ～ 10：00▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・
栄養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主に生後 9 か月

～ 1 歳 7 か月未
満の乳幼児

7 月28 日（火）  
９：30 ～ 10：00▲

マタニティ教室
妊娠４か月～８
か月未満の妊婦
およびその家族

7 月 7 日（火）
９：30 ～ 12：00 ◎ ●

ママのからだの話（保
健師）妊娠中の食生活
の話（栄養士）

母子健康手帳・
筆記用具

要
（
定
員
20
名
）

7 月 14 日（火）
９：30 ～ 12：00 ◎ 保

健
会
館

生 ま れ た ば か り の 赤
ちゃんの話沐浴実習等

（助産師・保健師）

7 月 21 日（火）
９：30 ～ 12：00 ◎

赤ちゃんとママの歯の
話（歯科衛生士）子育て
サービスの話（保健師）

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

生後５か月～８
か月未満の乳児
の保護者

7 月9 日（木）
13：30 ～ 15：00 ◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり

（託児定員　12 名）
母子健康手帳・
筆記用具 要

▲受付時間　◎実施時間　●まほろばセンター（エルト桜井２階）　〈要申込〉の事業は電話で健康推進課まで。
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①
歯
周
疾
患
検
診 

▽�
対
象　
桜
井
市
内
に
居
住
す
る
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
で
左
記
の

年
齢
に
該
当
す
る
人

40
歳
（
昭
和
49
年
４
月
１
日
～
昭
和
50
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
人

50
歳
（
昭
和
39
年
４
月
１
日
～
昭
和
40
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
人

60
歳
（
昭
和
29
年
４
月
１
日
～
昭
和
30
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
人

70
歳
（
昭
和
19
年
４
月
１
日
～
昭
和
20
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
人

▽�

検
診
内
容　
問
診
・
歯
周
組
織
検
査
（
診
察
）

▽
料
金　
無
料 

②
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

▽�

対
象　
桜
井
市
内
に
居
住
す
る
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
で
左
記
の

年
齢
に
該
当
す
る
女
性

40
歳
（
昭
和
49
年
４
月
１
日
～
昭
和
50
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

45
歳
（
昭
和
44
年
４
月
１
日
～
昭
和
45
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

50
歳
（
昭
和
39
年
４
月
１
日
～
昭
和
40
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

55
歳
（
昭
和
34
年
４
月
１
日
～
昭
和
35
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

60
歳
（
昭
和
29
年
４
月
１
日
～
昭
和
30
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

65
歳
（
昭
和
24
年
４
月
１
日
～
昭
和
25
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

70
歳
（
昭
和
19
年
４
月
１
日
～
昭
和
20
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

▽
検
診
内
容　
問
診
・
骨
塩
定
量
測
定

▽�

料
金　
１
、３
０
０
円 

（
た
だ
し
、
無
料
に
な
る
人
が
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

①
②
共
通

▽
実
施
期
間　
６
月
１
日
～
平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で

▽
実
施
場
所　
市
内
実
施
医
療
機
関

▽�

申
込
方
法　
電
話
で
健
康
推
進
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
み

後
、①
歯
周
疾
患
検
診
問
診
票
、②
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
問
診
票
を
送

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
問
診
票
を
持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
診
票
が
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

桜
井
市
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
推
進
条
例
制
定
記
念
講
演
会

―
口
の
中
は不思

議
が
い
っ
ぱ
い
―

世
界
で
一
番
聞
き
た
い

歯
の
は
な
し　
　

▽
日
時　
６
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～

▽�

場
所　
市
立
図
書
館
研
修
室

１
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

▽�

講
師　
岡
崎
好
秀
さ
ん

（
国
立
モ
ン
ゴ
ル
医
科
大
学

客
員
教
授
）

▽�

定
員　
先
着
２
０
０
名
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▽�

申
込
方
法　
６
月
26
日
（
金
）

ま
で
に
、
電
話
で
健
康
推
進

課
へ
。

※�

当
日
９
時
か
ら
会
場
の
入
口

で
咬
合
力
（
か
む
力
）
の
測

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
（
要
予
約
先
着
50
名
・
無
料
）

水
痘
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

　

水
痘
は
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
よ
り
起
こ
る
感
染
症

で
、か
ゆ
み
の
あ
る
発
疹
（
水
痘
）

が
主
症
状
で
す
。
感
染
力
が
非
常

に
強
く
５
歳
ま
で
に
８
割
程
度
の

子
ど
も
が
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
水
泡
が
乾
い
て
完
全
に
か
さ
ぶ

た
に
な
る
ま
で
は
人
に
う
つ
し
て

し
ま
う
の
で
、
１
週
間
程
度
は
幼

稚
園
や
保
育
所
を
お
休
み
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。	

▽
対
象
者　
１
歳
か
ら
３
歳
未
満

※�

す
で
に
水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と

の
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

▽�

接
種
回
数　
２
回
（
初
回
接
種

１
回
、
追
加
接
種
１
回
）

※�

任
意
接
種
と
し
て
す
で
に
水
痘

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
す
で
に
接

種
し
た
回
数
分
の
接
種
を
受
け

た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

▽�

標
準
的
な
接
種
回
数 　
初
回

接
種
（
１
回
目
）  
１
歳
～
１

歳
３
か
月
ま
で
に
接
種
。
追
加

接
種
（
２
回
目
）  

初
回
接
種

か
ら
６
か
月
以
上
の
間
隔
を
あ

け
て
１
回
接
種

▽
料
金　
無
料

▽�

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
・
印

鑑　

※�

予
診
票
は
市
内
の
水
痘
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
に

配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

※�

事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

た
だ
し
市
外
の
医
療
機
関
を
希

望
す
る
場
合
は
、
接
種
前
に
健

康
推
進
課
で
手
続
き
が
必
要
で

す
。
手
続
き
に
は
母
子
健
康
手

帳
・
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

接
種
料
金
（
９
、３
０
０
円
）

は
市
が
負
担
し
ま
す
が
、
接
種

期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

６
月
は
食
育
月
間
で
す

　

毎
年
６
月
は
食
育
月
間
で
す
。

「
食
育
月
間
」
は
、
国
、
地
方
公

共
団
体
、
関
係
団
体
等
が
協
力
し

て
、
食
育
推
進
運
動
を
重
点
的
か

つ
効
果
的
に
実
施
し
、
食
育
の
国

民
へ
の
浸
透
を
図
る
た
め
の
月
間

と
し
て
、
国
の
「
食
育
推
進
基
本

計
画
」に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
自
分
の
食
に
つ
い

て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。



広報わかざくら　平成27年６月号 14
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さくらい

市議会だより

平成 27 年 6 月 1 日発行
‐ № 174 ‐

市民が選んだ代表 16 人

新しい市議会議員が決まりました
投票結果

（桜井市選挙管理委員会発表）
有権者数　47,997 人
投票者数　27,193 人
投票率　　56.66％

　桜井市議会議員の任期満了に伴う、市会議員選挙が 4 月 26 日に
行われ、開票の結果、桜井市民の代表となる 16 人が決まりました。
　任期は平成 27 年 4 月 30 日から平成 31 年 4 月 29 日までです。

（掲載は 50 音順　敬称略）

我
あ

妻
づま

　力
ちから

井
い

戸
ど

　良
よし

美
み

大
おお

西
にし

　亘
わたる

岡
おか

田
だ

　光
こう

司
じ

工
く

藤
どう

　将
まさ

之
ゆき

工
く

藤
どう

　行
ゆき

義
よし

阪
さか

口
ぐち

　豊
ゆたか

高
たか

谷
たに

　二
ふ

三
み

男
お

土
つち

家
や

　靖
やす

起
おき

西
にし

　忠
ただ

吉
よし

東
ひがし

　俊
とし

克
かつ

大
おおその

園　光
みつあき

昭

藤
ふじ

井
い

　孝
たか

博
ひろ

札
ふだ

辻
つじ

　輝
てる

已
み

金
かなやま

山　成
し げ き

樹

吉
よし

田
だ

　忠
ただ

雄
お

市
民
と
と
も
に
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
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議会だより

議決結果

議
案
審
議
の
あ
ら
ま
し

　

３
月
定
例
会
に
お
け
る
本
会
議

で
の
審
議
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
ず
、
３
月
２
日
に
開
会
し
、

市
長
よ
り
施
政
方
針
並
び
に
提
出

議
案
の
理
由
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
９
日
の
本
会
議
に
お
い

て
別
記
の
と
お
り
熱
の
こ
も
っ
た

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
11
日
に
議
案
審
議
が
あ

り
、
報
告
案
件
１
件
は
全
員
異
議
な

く
承
認
さ
れ
、
議
案
第
11
号
か
ら
第

14
号
及
び
議
案
第
17
号
、
第
18
号
、

第
20
号
か
ら
第
23
号
、
ま
た
、
議
案

第
26
号
、
第
27
号
、
第
29
号
、
第
30

号
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省

略
し
て
審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議

案
第
19
号
に
つ
い
て
は
、
討
論
の
あ

と
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
第
１
号
か
ら

第
９
号
に
つ
い
て
は
、
８
名
か
ら
な

る
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

こ
れ
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
案
第
10
号
及
び
議
案
第
16
号
に
つ

い
て
は
、
総
務
委
員
会
に
、
付
託
さ

れ
ま
し
た
。　

　

議
案
第
15
号
及
び
議
案
第
24
号
、

第
25
号
、
第
28
号
に
つ
い
て
は
、

文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
19
日
に
本
会
議
が
再
開

さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
、
総
務

委
員
会
、
文
教
厚
生
委
員
会
か
ら

審
査
報
告
が
あ
り
、
討
論
の
あ
と
、

採
決
の
結
果
、
審
査
報
告
ど
お
り
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
長
よ
り
人
事
案
件

２
件
の
追
加
提
出
が
あ
り
、
副
市

長
案
に
つ
い
て
は
、
討
論
の
あ
と
、

採
決
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
同
意
さ

れ
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議

な
く
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件

の
審
議
は
す
べ
て
終
了
し
、
同
日

を
も
っ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　　
　▽�

子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
の
創

設
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
要
請
書

▽�

農
協
改
革
な
ど
、「
農
業
改
革
」

に
関
す
る
意
見
書
提
出
の
要
望
書

▽�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書

提
出
の
要
望
書

平成 27 年
３月定例会　

平
成
27
年
度　
一
般
会
計
予
算

２
２
７
億
５
、０
０
０
万
円
に
！

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 1 号
専決処分の報告、承認を求め
ることについて（損害賠償の
額を定めることについて）

職員が運転する公用自動車の物損事故
による損害賠償額を定める。

承　認
（賛成全員）

議案第 1 号
（予算特別委員会）

平成 27 年度桜井市一般会計
予算

予算総額　227 億 5,000 万円
（前年度比　8.9％増）

可　決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 2 号
（予算特別委員会）

平成 27 年度桜井市下水道事
業特別会計予算

予算総額　18 億 7,135 万 1,000 円
（前年度比　10.3％増）

可　決
（賛成全員）

議案第 3 号
（予算特別委員会）

平成 27 年度桜井市住宅新築
資金等貸付金特別会計予算

予算総額　3,461 万 6,000 円
（前年度比　16.3％減）

可　決
（賛成全員）

議案第 4 号
（予算特別委員会）

平成 27 年度桜井市国民健康
保険特別会計予算

予算総額　82 億 510 万 1,000 円
（前年度比　13.2％増）

可　決
（賛成全員）

議案第 5 号
（予算特別委員会）

平成 27 年度桜井市駐車場事
業特別会計予算

予算総額　7,091 万円
（前年度比　1.2％増）

可　決
（賛成全員）

議案第 6 号
（予算特別委員会）

平成 27 年度桜井市簡易水道
事業特別会計予算

予算総額　1 億 8,646 万 2,000 円
（前年度比　446.2％増）

可　決
（賛成全員）

議案第 7 号
（予算特別委員会）

平成 27 年度桜井市介護保険
特別会計予算

予算総額　49 億 4,260 万 5,000 円
（前年度比　6.5％増）

可　決
（賛成全員）

議案第 8 号
（予算特別委員会）

平成 27 年度桜井市後期高齢
者医療特別会計予算

予算総額　6 億 6,500 万 6,000 円
（前年度比　1.7％増）

可　決
（賛成全員）

議案第 9 号
（予算特別委員会）

平成 27 年度桜井市水道事業
会計予算 収益的収入　13 億 7,035 万 6,000 円 可　決

（賛成全員）

議案第 10 号
（総務委員会）

平成 26 年度桜井市一般会計
補正予算（第 4 号）

補正額　2 億 1,303 万円
企画費で「まち・ひと・しごと創生総
合戦略」の策定にかかる所要額（地方
創生先行型）や商工振興費でプレミア
ム付商品券事業にかかる所要額（地方
消費喚起・生活支援型）等

可　決
（賛成全員）

  

要  

望
・
陳  

情 



広報わかざくら　平成27年６月号 16

議会だより

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 11 号 平成 26 年度桜井市下水道事
業特別会計補正予算（第 2 号）

補正額　113 万円
流域下水道費で国の補正予算による奈良
県への流域下水道事業市町村負担金

可　決
（賛成全員）

議案第 12 号
平成 26 年度桜井市国民健康
保険特別会計補正予算（第 2
号） 

補正額　▲ 5,362 万 9,000 円
介護納付金等の確定に伴う減額補正及び
追加所要額、並びに一般会計繰入金等の
確定に伴う財源の調整

可　決
（賛成全員）

議案第 13 号 平成 26 年度桜井市介護保険
特別会計補正予算（第 3 号）

補正額　143 万 4,000 円
予防給付費、高額介護給付費及び特定入
所者介護サービス等費の精査による調
整、並びに包括的支援事業・任意事業費
における家族介護支援事業費及び還付金
の追加所要額

可　決
（賛成全員）

議案第 14 号
平成 26 年度桜井市後期高齢
者医療特別会計補正予算（第
1 号）

補正額　58 万 2,000 円
後期高齢者医療保険料の更正に伴う還付
金及び還付加算金の追加所要額

可　決
（賛成全員）

議案第 15 号
（文教厚生委員会）

桜井市歯と口腔の健康づくり
推進条例の制定について

「歯科口腔保健の推進に関する法律」及
び「なら歯と口腔の健康づくり条例」（奈
良県条例）に基づき、歯と口腔の健康づ
くりの推進に関して基本理念を定めるこ
とにより、市民の生涯にわたる歯と口腔
の健康づくりに関する施策を継続的かつ
効果的に推進し、市民の健康増進に寄与
することを目的とする。

可　決
（賛成全員）

議案第 16 号
（総務委員会）

桜井市一般職の任期付職員の
採用及び給与の特例に関する
条例の制定について

地方公共団体の一般職の任期付職員の採
用に関する法律に基づく任期付職員の採
用及びその給与の特例について、必要な
事項を定める。

可　決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 17 号 桜井市附属機関設置条例の一
部改正について

附属機関として、新たに「まち・ひと・
しごと創生総合戦略策定会議」を設置す
る。

可　決
（賛成全員）

議案第 18 号
桜井市の特別職の職員で非常
勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正につ
いて

地方教育行政の組織及び運営に関する法
律の一部改正により、教育委員会委員長
と教育長が一本化されることに伴う改正
等。

可　決
（賛成全員）

議案第 19 号 一般職の職員の給与に関する
条例の一部改正について 平成 26 年の人事院勧告に基づく改正。

可　決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 20 号 桜井市職員の退職手当に関す
る条例の一部改正について

国家公務員の退職手当制度の改正に準じ
た改正。

可　決
（賛成全員）

議案第 21 号 桜井市手数料条例の一部改正
について

農用地区域に関する証明手数料について
の改正等。

可　決
（賛成全員）

議案第 22 号
教育長の給与、勤務時間その
他の勤務条件に関する条例等
の一部改正について

地方教育行政の組織及び運営に関する法
律の一部改正に伴う改正。

可　決
（賛成全員）

議案第 23 号
桜井市立幼稚園保育料、入園
料及び預かり保育料条例の一
部改正について

子ども・子育て支援法の施行に伴う「子
ども・子育て支援新制度」に向けた改正。

可　決
（賛成全員）

議案第 24 号
（文教厚生委員会）

桜井市立保育所条例の一部改
正について

子ども・子育て支援法の施行に伴う「子
ども・子育て支援新制度」に向けた改正。

可　決
（賛成全員）

議案第 25 号
（文教厚生委員会）

桜井市放課後児童健全育成施
設設置条例の一部改正につい
て

子ども・子育て支援新制度による児童福
祉法の改正に伴う改正。

可　決
（賛成全員）
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高
谷
二
三
男

議 

長

札
辻　

輝
已
○
○
－
○
○

工
藤　

行
義
○
○
－
○
○

万
波　

迪
義
○
○
○
○
○

東
山　

利
克
○
○
○
○
×

東
　

俊
克
○
○
○
○
×

土
家　

靖
起
○
○
○
○
×

岡
田　

光
司
○
○
○
○
△

吉
田　

忠
雄
×
×
×
×
○

藤
井　

孝
博
○
○
○
○
○

西
　

忠
吉
○
○
○
○
○

我
妻
　

力
○
○
○
○
○

阪
口
　

豊
○
○
○
○
△

工
藤　

将
之
○
○
○
○
×

大
西
　

亘
○
○
○
○
○

井
戸　

良
美
○
○
○
○
○

議 員

議 案

議 案 第 １ 号
議案第 16 号
議案第 19 号
議案第 28 号
同  第 1 号

各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇　反対 ･･･ ×　棄権 ･･･ △　　欠席 ･･･ －）　※議長は表決に加わりません

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 26 号 桜井市高齢者総合福祉セン
ター条例の一部改正について

桜井市高齢者総合福祉センターの浴場
の利用拡大のための改正。

可　決
（賛成全員）

議案第 27 号 桜井市後期高齢者医療に関す
る条例の一部改正について

後期高齢者医療の保険料の徴収に係る
延滞金について、減免の規定を追加す
る改正。

可　決
（賛成全員）

議案第 28 号
（文教厚生委員会）

桜井市介護保険条例の一部改
正について

第 6 期介護保険事業計画に基づく保険
料等の見直しにより、平成 27 年度か
ら平成 29 年度までの介護保険料の額
を定める。

可　決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 29 号
桜井市指定地域密着型サービ
スの事業の人員、設備及び運
営に関する基準等を定める条
例等の一部改正について

制度改正に伴う改正。 可　決
（賛成全員）

議案第 30 号 辺地に係る総合整備計画の策
定について

小夫簡易水道及び笠簡易水道を本市上
水道へ統合する事業の費用について、
辺地対策事業債を起債するため、これ
に必要とされる「辺地に係る総合整備
計画」を策定する。

可　決
（賛成全員）

発議案第 1 号
「核兵器のない世界に向けた
法的枠組み」構築への取り組
みを求める意見書の提出

提出先　内閣総理大臣
　　　　外務大臣

可　決
（賛成全員）

発議案第 2 号
年金積立金の専ら被保険者の
利益のための安全かつ確実な
運用に関する意見書の提出

提出先　衆議院議長　　参議院議長
　　　　内閣総理大臣　厚生労働大臣

可　決
（賛成全員）

同　第 1 号 副市長の選任につき同意を求
めることについて 朝倉台西　笹谷　清治　氏

同　意
（賛成多数）
※賛否は別表

同　第 2 号
固定資産評価審査委員会委員
の選任につき同意を求めるこ
とについて

大字穴師　堀井　擴子　氏 同　意
（賛成全員）

予
算
特
別
委
員
会（

８
名
で
構
成
）

委
員
長　
藤

井　
孝

博

副
委
員
長　
井

戸　
良

美

委

員　
大

西　
　

亘

〃
　
工

藤　
将

之

〃
　
岡

田　
光

司

〃
　
東
　
　
俊

克

〃
　
工

藤　
行

義

〃
　
札

辻　
輝

已

�　
幼
稚
園
の
耐
震
化
に
あ
た
っ

て
は
、
本
市
に
お
け
る
子
育
て

施
設
に
関
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
き
、
市
民
に
も
示
し

な
が
ら
、
進
め
る
べ
き
も
の
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答�　

幼
保
一
元
化
も
考
え
な
が

ら
、
議
論
を
進
め
、
緊
急
度
を

優
先
さ
せ
た
。
安
倍
・
南
幼
稚

園
に
つ
い
て
も
早
急
に
計
画
を

立
て
、順
次
行
っ
て
い
き
た
い
。

�　
直
近
の
監
査
で
、
指
定
管
理

事
業
に
対
し
、
非
常
に
厳
し
い

平成 27 年度予算を
審査

予算特別委員会
委員会審査の一部を紹介

（平成27年3月13日開催）

問��問��
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報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
。
市
長
は
確
認

し
、
ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
た
の
か
。

答�　
監
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
総
務
部
長

か
ら
、
報
告
を
受
け
て
お
り
、
不
適
切

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
も
指

示
を
し
て
い
る
。

�　
市
長
が
よ
く
言
わ
れ
る
「
積
み
残
さ

れ
た
課
題
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い

う
も
の
か
。
ハ
ー
ド
面
に
限
ら
ず
、
も

う
少
し
ソ
フ
ト
面
や
運
用
面
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
も
、目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

答�　
財
政
が
厳
し
か
っ
た
時
に
、
な
か
な

か
出
来
な
か
っ
た
も
の
を
、
積
み
残
さ

れ
た
課
題
と
捉
え
、
先
ず
は
自
分
自
身

が
、
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
一
つ
一
つ

行
っ
て
い
き
た
い
。

�　

通
級
指
導
教
室
の
開
設
に
向
け
、

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

一
番
重
要
と
考
え
る
県
か
ら
の
教
員
の

加
配
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。

答�　
県
よ
り
正
式
な
内
示
は
な
い
が
、
是

非
と
も
派
遣
が
叶
う
よ
う
、
直
接
に
要

望
も
行
っ
て
い
る
。

�　
県
と
包
括
協
定
を
結
ん
だ
が
、
５
つ

の
周
辺
地
域
を
核
に
、
市
全
体
が
発
展

で
き
る
よ
う
、
大
神
神
社
参
道
周
辺
で

あ
れ
ば
、
目
の
前
に
あ
る
、
芝
運
動
公

園
も
含
め
、
長
谷
寺
門
前
町
周
辺
地
区

に
お
い
て
は
、
白
河
バ
イ
パ
ス
も
含
め

た
、
ま
ち
お
こ
し
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答�　
参
道
整
備
、
沿
道
整
備
を
考
え
る
上

で
、
駐
車
場
等
や
、
先
々
の
ま
ち
づ
く

り
を
、
併
せ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
鳥
見
山
緑
地
公
園

な
ど
、都
市
公
園
の
整
備
と
い
う
中
で
、

芝
運
動
公
園
の
今
後
も
考
え
た
い
。
白

河
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
の
包
括

協
定
を
契
機
と
し
て
、
引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

　
　
国
が
、
各
市
町
村
に
求
め
る
「
地
方

創
生
」
の
鍵
は
、
地
方
が
自
立
に
つ
な
が

る
よ
う
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
総
合
戦

略
の
策
定
と
、
確
か
な
推
進
に
あ
る
と
考

え
る
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
は
、ど
う
か
。

①
戦
略
策
定
委
員
の
人
選
と
、
若
者
の
声

を
反
映
す
る
仕
組
み
つ
く
り
②
周
辺
市
町

村
と
の
連
携
③
移
住
（
転
入
）
施
策
④
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
の
環
境
整
備

⑤
地
場
産
業
の
競
争
力
の
強
化
と
企
業
誘

致
に
つ
い
て

答
（
市
長
）　
①
産
官
学
金
労
※1
に
加
え
、

住
民
代
表
か
ら
な
る
策
定
会
議
を
立
ち
上

げ
、
将
来
を
担
う
若
者
を
公
募
に
よ
り
選

任
す
る
。
②
市
町
村
単
独
で
の
取
り
組
み

に
は
限
界
が
あ
り
、
広
域
的
な
視
点
か
ら

周
辺
市
町
村
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。
③

歴
史
文
化
発
祥
の
地
と
い
っ
た
本
市
の
持

つ
素
晴
ら
し
い
特
性
や
住
環
境
な
ど
を
、

特
に
若
い
世
代
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
。④
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
、

子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

加
え
、
県
総
合
庁
舎
の
跡
地
を
子
育
て
・

健
康
・
医
療
・
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
、

更
な
る
支
援
の
充
実
に
努
め
た
い
。
⑤
こ

の
30
年
の
間
に
事
業
者
数
も
減
少
し
、
そ

の
再
生
が
大
き
な
課
題
と
考
え
る
。
県
、

本
市
、
金
融
機
関
が
連
携
し
、
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
収
集
に
つ
い
て

　
　
議
員
生
活
を
振
り
返
る
と
、
ご
み
収

集
に
つ
い
て
、
本
当
に
数
多
く
の
質
問
を

し
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
す
。そ
の
中
で
、

常
に
思
う
こ
と
は
、
高
齢
世
帯
が
年
々
増

え
る
中
、
き
め
細
や
か
な
収
集
業
務
を
心

掛
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
パ
ッ
カ
ー
車
へ
の
３
人
乗
車
に

つ
い
て
は
、
単
に
安
全
面
か
ら
の
措
置
と

い
う
理
由
に
留
ま
ら
ず
、「
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
」
に
む
け
た
市
民
に
喜
ば
れ
、

理
解
さ
れ
る
業
務
と
し
て
ほ
し
い
。
ふ
れ

あ
い
収
集
や
パ
ッ
カ
ー
車
が
入
れ
な
い
地

域
へ
の
対
応
等
、今
後
の
方
針
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
長
年
に
わ
た
り
市
政
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
市
民
を
代
表
し

て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
小
型

収
集
車
の
導
入
、
増
車
も
含
め
、
収
集
体

制
の
構
築
を
図
る
べ
く
、
現
在
準
備
を
進

め
て
お
り
、
地
域
と
の
連
携
な
ど
も
検
討

し
な
が
ら
、き
め
細
や
か
な
収
集
に
対
し
、

な
お
一
層
傾
注
し
て
い
き
た
い
。

問��

問�� 問�� 問��

問��

市議会では市民のみなさんの要請があれば、各委員会
が出向き、説明をさせていただきます。詳しくは、議
会事務局（ 42-9111 内線 441）まで。

　

代
表
質
問　
万　
波　
迪　
義　
議
員

小型化も図られるパッカー車

一
般
質
問
等
の
会
議
録
は
、
桜
井

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.sakurai.lg.jp/

so
siki/gikaijim

ukyo
ku/

index.htm
l

）
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 出前講座

をご利用ください！
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市
道
大
福
‐
慈
恩
寺
線
、
JR
桜
井
線
貯
木

場
踏
切
の
歩
道
拡
幅
に
つ
い
て

　
　
踏
切
近
辺
の
道
路
が
狭
隘
で
、
歩
道

も
な
い
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
、
特
に
通
学

す
る
児
童
に
と
っ
て
大
変
危
険
で
あ
っ
た

踏
切
の
歩
道
拡
幅
が
、
長
年
の
交
渉
が
実

を
結
び
、
地
権
者
か
ら
合
意
を
得
ら
れ
た

と
聞
く
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
そ
の
後
の
工
事
期
間
等
の
見
通
し
は

ど
う
か
。
長
年
の
懸
案
で
あ
り
、
平
成
27

年
度
内
に
も
完
了
を
願
う
。

答
（
市
長
）　
JR
西
日
本
と
の
協
議
に
お

い
て
、
拡
幅
の
了
解
を
得
て
お
り
、
平
成

25
年
度
に
は
踏
切
東
側
の
用
地
買
収
も
完

了
し
て
い
る
。
踏
切
西
側
の
地
権
者
に
は

用
地
補
償
費
等
、
概
ね
合
意
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
契
約
締
結
後
、
引
き
続
き
隣

接
す
る
地
権
者
に
つ
い
て
も
、
交
渉
に
向

け
準
備
を
進
め
た
い
。
国
の
追
加
補
正
の

動
き
が
あ
れ
ば
、
要
望
を
上
げ
、
早
期
の

実
施
に
向
け
検
討
し
た
い
。

答
（
都
市
建
設
部
長
）　
工
事
時
期
に
つ

い
て
は
、
財
源
的
に
有
利
な
交
付
金
活
用

を
見
込
ん
で
お
り
、
平
成
28
年
度
の
交
付

金
確
保
に
努
め
、
平
成
28
年
度
内
で
の
工

事
完
了
を
目
標
に
進
め
て
い
る
。

総
合
庁
舎
跡
等
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
県
と
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括

協
定
に
よ
り
、
中
和
幹
線
粟
殿
近
隣
周
辺

地
区
に
つ
い
て
は
、
総
合
庁
舎
跡
地
を
活

用
し
、
市
内
各
所
に
点
在
す
る
子
育
て
、

健
康
、
医
療
、
福
祉
ケ
ア
の
機
能
集
約
、

連
携
強
化
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
建
物
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
耐
震

改
修
を
施
す
必
要
が
あ
り
、
多
額
の
経
費

が
必
要
と
さ
れ
る
。
本
庁
舎
の
耐
震
改
修

あ
る
い
は
、
建
て
替
え
の
検
討
も
迫
ら
れ

る
中
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
が
、
土
木
事
務
所
跡
の

取
得
と
併
せ
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答
（
市
長
）　
本
年
２
月
に
中
和
幹
線
粟

殿
近
隣
医
療
・
福
祉
防
災
の
新
拠
点
施
設

周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
県
と
市

で
設
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
中
に
基
本
構

想
を
策
定
し
、基
本
協
定
を
締
結
し
た
い
。

今
後
、
市
の
負
担
額
が
更
に
減
額
さ
れ
る

よ
う
、
県
と
協
議
を
行
い
た
い
。

答
（
総
務
部
長
）　
土
木
事
務
所
に
お
い

て
は
、
現
在
、
協
議
中
で
は
あ
る
が
、
緊

急
防
災
減
災
事
業
債
を
使
え
る
見
込
み
で

あ
り
、
償
還
期
間
は
、
20
年
か
ら
30
年
の

間
で
考
え
て
い
る
。

廃
陶
磁
器
の
資
源
ご
み
回
収
に
つ
い
て

　
　
〝
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ほ
ろ
ば
の
里

『
桜
井
』〟
を
実
現
す
る
た
め
、
市・市
民・

事
業
者
・
滞
在
者
が
協
働
で
環
境
保
全
に

取
り
組
む
と
し
た
、「
桜
井
市
環
境
基
本

計
画
」
が
、
策
定
後
８
年
経
過
し
た
。
残

す
と
こ
ろ
２
年
と
な
っ
た
が
、
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
資
源
の
乏
し
い
日
本

は
、
大
量
生
産
型
社
会
を
見
直
し
、
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
る
。
当
市
に
お
い
て
も
、新
聞・

雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
空
き

瓶・空
き
缶
を
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
、

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
て
い
る
が
、近
年
、

廃
陶
磁
器
も
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き

た
。
こ
れ
は
、
家
庭
等
で
不
用
と
な
っ
た

廃
陶
磁
器
を
回
収
・
粉
砕
し
、
粘
土
に
混

ぜ
、再
び
レ
ス
ト
ラ
ン
や
学
校
給
食
用
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
食
器
と
し
て
、
資
源
循
環
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
当
市
も
廃
陶
磁
器
を

不
燃
物
と
し
て
処
分
場
に
埋
め
立
て
ず
、

資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
本
市
の
集
団
回
収
の
対
象
と
な
る
資

源
物
に
付
け
加
え
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
、

５
つ
の
基
本
目
標
※2

を
掲
げ
、
粟
原
川
、

大
和
川
等
の
環
境
美
化
、
水
質
改
善
、
公

共
下
水
道
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
、
市

の
事
務
事
業
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
削
減
の
推
進
や
環
境
フ
ェ
ア
な
ど
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
市

民
、
事
業
者
、
滞
在
者
の
ご
理
解
、
ご
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
と
の
協
働
が
最

も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
情
報

の
収
集
や
環
境
保
全
技
術
の
動
向
を
把
握

し
、
進
め
た
い
。
廃
陶
磁
器
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
は
、
焼
き
物
の
産
地
で
は
、

様
々
な
形
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
愛
知
県

の
瀬
戸
焼
に
お
い
て
は
、「
Re
瀬
ッ
戸
（
リ

セ
ッ
ト
）」、佐
賀
県
の
有
田
焼
で
は
、「
エ

コ
ポ
ー
セ
リ
ン
」、
岐
阜
県
の
美
濃
焼
で

は
、「
美
濃
Re
（
み
の
り
）
食
器
」
と
い

う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
約
10
年
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
体
と
し
て
は
、

県
内
の
生
駒
市
や
県
外
の
埼
玉
県
所
沢
市

等
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
廃
陶
磁
器
の
リ
サ

イ
ク
ル
や
資
源
物
に
付
け
加
え
る
こ
と

は
、
廃
棄
物
の
削
減
に
寄
与
す
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
先
ず
は
調
査
・
情
報
収
集
等

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問��

問��問��

　

一
般
質
問　
土　
家　
靖　
起　
議
員

　

一
般
質
問　
東　
　
　
俊　
克　
議
員

陶器市より

ＪＲ桜井線貯木場踏切
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補
助
金
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
　
平
成
26
年
８
月
に
策
定
さ
れ
た
桜
井

市
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

は
、
平
成
27
年
度
ま
で
検
討
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
経
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
反
映
す
る

と
あ
る
が
、
時
間
を
か
け
過
ぎ
て
は
い
な

い
か
。
補
助
金
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す

に
当
た
っ
て
は
、
自
身
の
調
査
で
も
、
相

当
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

本
年
度
は
何
を
行
い
、
27
年
度
は
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
事
業
費
補
助
へ

の
移
行
と
併
せ
、
団
体
の
自
主
・
自
立
を

促
す
と
い
う
補
助
金
の
あ
り
方
へ
抜
本
的

に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
平
成
26
年
度
で
は
、
補
助

金
の
見
直
し
の
方
向
性
を
策
定
し
、
平
成

27
年
度
予
算
に
お
い
て
、
医
療
セ
ン
タ
ー

補
助
金
を
が
ん
検
診
事
業
等
に
伴
う
委
託

料
に
変
更
す
る
な
ど
し
た
。
平
成
27
年
度

に
お
い
て
は
、
先
進
的
事
例
を
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
施
策
の
推
進
型
補
助
金
と
市

民
参
加
型
補
助
金
が
あ
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
る
上
で
、期
間
の
検
討
も
含
め
、

メ
リ
ハ
リ
も
必
要
と
考
え
る
。

答
（
総
務
部
長
）　
事
業
補
助
へ
の
移
行

を
進
め
て
い
る
が
、
本
年
度
に
特
に
厳
し

い
基
準
を
設
け
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

平
成
27
年
度
に
お
い
て
、
基
本
方
針
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
考
え
た
い
。

仕
事
・
雇
用
に
つ
い
て

　
　

中
和
幹
線
沿
い
の
企
業
誘
致
で
は
、

ど
れ
程
の
雇
用
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

本
市
に
お
い
て
は
、
地
場
産
業
で
あ
る
そ

う
め
ん
や
木
材
産
業
に
、
仕
事
や
雇
用
を

つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
。
特
に
木
材
産
業

に
お
い
て
は
、
今
後
を
見
据
え
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

※3
協
会
へ
入
会
す
る
な
ど
の
考
え
は
な
い

か
。豊
田
市
の
ご
み
焼
却
場
の
視
察
で
は
、

補
助
燃
料
に
油
で
な
く
、
間
伐
材
を
使
っ

て
い
た
。
本
市
も
、
こ
の
よ
う
な
行
政
主

導
の
取
り
組
み
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
現
在
、
開
発
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
大
黒
天
産
業
と
ド
ン
キ
ホ
ー
テ

を
合
わ
せ
１
５
０
か
ら
１
８
０
人
の
雇
用

見
込
が
あ
る
。
国
に
お
い
て
も
、
新
た
な

木
材
需
要
の
創
出
の
た
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
早

期
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る

と
し
て
お
り
、
桜
井
市
木
材
協
会
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
進
め
た
い
。
身
近
な
資
源

を
う
ま
く
活
用
し
、
生
き
が
い
や
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
大
賛
成
で
あ

り
、成
し
遂
げ
る
た
め
の
予
算
も
確
保
し
、

研
究
な
ど
進
め
た
い
。

問��

問��

問��

問��
　

一
般
質
問　
工　
藤　
将　
之　
議
員

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　
　
平
成
27
年
度
に
お
い
て
、
県
と
の
包

括
協
定
に
基
づ
く
計
画
を
策
定
す
る
と
い

う
が
、
他
市
も
順
次
、
包
括
協
定
を
締
結

し
て
い
く
。
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
完
了
時
期
ま
で
含
め
た
計
画
を
い

ち
早
く
策
定
し
、
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、「
陽
だ
ま
り
政
策
」
と
は
、

ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
る
考
え
か
。
総
合

庁
舎
跡
の
活
用
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
よ

り
導
入
す
る
と
し
て
い
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
※4
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
早
期
に
協
定
を
結
べ
た
の

は
、
一
定
の
評
価
の
結
果
と
考
え
る
。
こ

の
こ
と
を
生
か
し
、組
織
の
充
実
も
図
り
、

他
市
よ
り
も
早
く
エ
リ
ア
内
の
方
向
性
や

手
法
を
定
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
た
い
。
平
成
27
年
度
に
は
、
全
て
の
小

学
校
区
に
地
域
ケ
ア
会
議
を
立
ち
上
げ
、

粟
殿
エ
リ
ア
の
新
た
な
子
育
て
・
健
康
・

医
療
・
福
祉
の
拠
点
施
設
と
各
エ
リ
ア
を

結
び
、
地
域
福
祉
や
医
療
の
強
化
に
つ
な

げ
、「
陽
だ
ま
り
政
策
」
の
実
現
に
結
び

付
け
た
い
。拠
点
施
設
の
設
置
に
あ
た
り
、

本
庁
機
能
と
う
ま
く
切
り
分
け
を
図
り
、

市
民
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み
た
い
。

答
（
福
祉
保
健
部
長
）　
地
域
包
括
ケ
ア

に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
参
考
に
、
大

学
と
の
連
携
も
図
り
た
い
。

桜
井
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　
平
成
27
年
度
桜
井
市
公
共
交
通
運
行

実
施
計
画
を
平
成
26
年
９
月
に
策
定
し
た

が
、
改
善
し
た
点
は
ど
こ
か
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
、
停
留
所
が
増
え
、
歓
迎
の

声
が
あ
る
反
面
、
朝
倉
台
線
が
従
来
の
６

便
か
ら
３
便
に
減
便
さ
れ
、
１
、８
０
０

強
も
の
署
名
が
集
ま
っ
た
と
聞
く
。今
後
、

利
用
者
数
に
応
じ
た
見
直
し
の
考
え
は
あ

る
か
。
年
々
高
齢
者
が
増
え
る
中
、
免
許

を
返
上
さ
れ
た
方
に
は
、
市
独
自
の
優
遇

措
置
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
（
市
長
）　
市
民
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
乗
降
者
数
調
査
等
を
行
い
、
そ

の
分
析
結
果
を
も
と
に
、
利
便
性
の
高
い

路
線
へ
の
再
編
を
行
う
べ
く
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い
る
。
今
後
は
、
観
光
路
線

と
し
て
の
可
能
性
の
検
討
や
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※5
の
推
進
な
ど
、
新

た
な
課
題
も
含
め
、
一
つ
ず
つ
解
決
し
、

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
署
名

の
重
み
を
受
け
、
今
回
の
再
編
に
至
っ
た

が
、
あ
る
程
度
の
区
切
り
が
つ
い
た
時
に

は
、
ま
た
改
善
も
図
り
た
い
。

　

一
般
質
問　
岡　
田　
光　
司　
議
員

多くの雇用を期待する企業誘致
( 中和幹線沿い）

桜の下を走るコミュニティバス
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市
道
大
福
‐
慈
恩
寺
線
、
JR
貯
木
場
踏
切

の
拡
幅
と
通
行
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　
本
踏
切
に
つ
い
て
は
、
地
元
区
長
を

は
じ
め
、
保
護
者
や
ス
ク
ー
ル
支
援
ス

タ
ッ
フ
等
の
皆
さ
ん
が
、
解
決
に
向
け
た

努
力
を
さ
れ
て
き
た
。
登
下
校
す
る
児
童

の
安
全
確
保
等
の
た
め
に
も
、
早
期
の
完

了
を
願
う
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
JR
西
日
本
と
の
協
議
で
は
、

踏
切
拡
幅
の
了
解
も
得
、
踏
切
東
側
の
指

導
拡
幅
の
用
地
買
収
も
完
了
し
て
い
る
。

踏
切
西
側
の
用
地
買
収
も
、
今
回
、
踏
切

に
隣
接
す
る
地
権
者
の
合
意
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
条
件
が
整
い
次
第
、
契
約
締

結
の
予
定
で
あ
り
、
踏
切
拡
幅
工
事
の
実

施
に
向
け
て
取
り
組
み
、
通
行
の
安
全
確

保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
　
現
在
の
、
①
国
保
世
帯
数
と
加
入
人

数
②
国
保
税
滞
納
世
帯
数
と
滞
納
率
③
資

格
証
明
書
発
行
世
帯
数
と
人
数
④
短
期
被

保
険
者
証
発
行
世
帯
数
と
人
数
⑤
被
保
険

者
証
未
発
行
世
帯
数
と
人
数
⑥
保
険
税
滞

納
に
伴
う
差
押
え
件
数
と
換
価
額
は
ど
う

か
。
⑦
本
市
の
国
保
世
帯
の
４
世
帯
に
１

世
帯
が
、
国
保
税
滞
納
世
帯
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
保
税
を
１
世
帯
１
万
円
引
き
下

げ
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　

①
９
、４
４
９
世
帯
・

１
７
、３
５
３
人
②
２
、３
７
７
世
帯
・

25
％
③
18
世
帯
・
35
人
④
５
９
２
世
帯
・

１
、０
６
８
人
⑤
４
０
６
世
帯
・
５
３
９
人

⑥
２
８
５
件
・
１
、６
９
２
万
５
、２
５
０

円
⑦
現
在
の
財
政
事
情
で
市
独
自
の
実
施

は
難
し
い
と
考
え
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
　
少
子
化
対
策
、
子
育
て
環
境
の
充
実

を
図
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
は
有
効
な
施
策
と
考
え
る
。
市
独
自

に
、中
学
校
卒
業
ま
で
通
院
に
つ
い
て
も
、

無
料
と
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
長
会

や
県
に
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
払
い
を
無

く
す
よ
う
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
現
在
、
小
学
校
就
学
前
ま

で
の
通
院
と
中
学
卒
業
ま
で
の
入
院
に
つ

い
て
助
成
し
て
い
る
が
、
財
政
的
に
大
き

な
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、今
の
と
こ
ろ
、

な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
県

下
12
市
で
は
、
現
物
給
付
方
式
へ
変
更
す

る
動
き
や
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
が
、
今

後
、
国
庫
負
担
金
の
減
額
が
解
消
さ
れ
る

な
ど
の
新
し
い
動
き
や
状
況
が
変
化
す
れ

ば
、市
長
会
や
県
に
要
望
を
検
討
し
た
い
。

　
用
語
解
説

　
代
表
・
一
般
質
問
に
お
け
る
用
語
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

○
産
官
学
金
労
※1
と
は

　
産
業
、
官
公
庁
、
学
会
、
金
融
、
労

働
を
さ
す
。

○
５
つ
の
基
本
目
標
※2
と
は

　
①
大
和
川
源
流
の
豊
か
な
自
然
と
歴

史
を
継
承
す
る
ま
ち
づ
く
り
②
安
全
安

心
を
確
保
し
、
環
境
を
大
切
に
す
る
ま

ち
づ
く
り
③
資
源
の
循
環
を
通
じ
て
持

続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
④
一
人

一
人
が
地
球
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
い

く
ま
ち
づ
く
り
⑤
市
、市
民
、事
業
者
、

滞
在
者
が
協
働
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り

○
Ｃ
Ｌ
Ｔ
※3
と
は

　
ク
ロ
ス・ラ
ミ
ネ
ー
テ
ィ
ッ
ド・テ
ィ

ン
バ
ー
の
略
。
ひ
き
板
を
繊
維
方
向
が

直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た
重
厚

な
パ
ネ
ル
。
国
の
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、
農
林

水
産
省
の
成
長
産
業
化
の
中
で
、
早
期

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
※4
と
は

　

市
民
総
合
窓
口
な
ど
、
市
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
本
化
を
図
る
こ
と
。

○
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※5
と
は

　
移
動
手
段
を
過
度
な
自
動
車
利
用
か

ら
公
共
交
通
等
を
適
切
に
利
用
す
る
よ

う
促
す
こ
と
。

総
務
委
員
会
（
付
託
案
件
２
件
）

桜
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

に
つ
い
て(

抜
粋)

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

答�　
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
が
、
１
万
円

で
１
万
３
千
円
利
用
が
出
来
る
も
の
を

３
万
冊
、
総
額
３
億
９
千
万
円
発
行
す

る
予
定
で
あ
る
。
購
入
限
度
額
は
、
１

人
10
冊
、
10
万
円
と
想
定
し
、
幅
広
く

使
用
で
き
る
よ
う
、
商
工
会
と
打
ち
合

わ
せ
し
て
い
る
。
税
金
等
に
は
適
用
で

き
な
い
。

　
　
認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

答�　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
か
所
と
市
立

図
書
館
、
い
き
い
き
広
場
の
計
５
か
所

で
、
６
月
か
ら
、
土
・
日
曜
日
に
は
、

ど
こ
か
の
施
設
で
開
催
さ
れ
て
い
る
状

況
と
し
た
い
。

　
　
観
光
戦
略
に
つ
い
て

答�　

地
方
創
生
先
行
型
と
し
て
、
観
光

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
基
礎
調
査
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推

進
事
業
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
誘
致
、

お
も
て
な
し
仕
組
み
づ
く
り
事
業
に
取

り
組
む
。
国
は
、
２
０
２
０
年
に
は
、

訪
日
外
国
人
２
、０
０
０
万
人
を
目
指

し
、
動
き
出
し
て
お
り
、
県
も
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
県
と
連
携
し
、
本
市

に
多
く
の
方
が
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

考
え
て
い
き
た
い
。

問��

問��

問��

　

一
般
質
問　
吉　
田　
忠　
雄　
議
員

中学校卒業まで通院も
無料化を望む！

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

問��問��問��
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地
域
ケ
ア
会
議
に
つ
い
て

答　
地
域
ケ
ア
会
議
の
運
営
補
助
に
つ
い

て
は
、
地
域
に
根
付
く
よ
う
補
助
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
域
の
差
を
埋
め
る
べ
く
、

再
編
し
た
係
を
中
心
に
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

桜
井
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

　
　
ま
ち
づ
く
り
を
担
当
す
る
理
事
に
つ

い
て

答　
実
績
も
十
分
で
あ
り
、
本
市
に
も
愛

着
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。現
状
で
あ
れ
ば
、

決
裁
権
に
つ
い
て
は
、
県
ま
ち
づ
く
り
連

携
協
定
関
連
事
業
や
市
長
の
特
命
事
項
に

特
化
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
退
職
金

は
支
給
し
な
い
。

文
教
厚
生
委
員
会
（
付
託
案
件
４
件
）

桜
井
市
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

　
　
基
本
的
な
実
施
計
画
は
ど
う
か

答　
乳
幼
児
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
健
診

の
結
果
を
も
と
に
、
検
討
中
で
あ
る
。
各

世
代
に
お
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
た
い
。

　
桜
井
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
抜
粋
）

　
　
利
用
者
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か

答　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴

う
改
正
で
あ
り
、
新
た
に
認
定
作
業
が
加

わ
る
。
保
育
所
を
利
用
す
る
場
合
は
、
保

護
者
の
就
労
時
間
等
に
よ
り
、
標
準
の
11

時
間
と
、
短
時
間
の
８
時
間
利
用
に
区
分

し
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
千
円
程
度
の

差
を
つ
け
た
い
と
考
え
る
が
、
午
後
６
時

30
分
以
降
の
延
長
保
育
も
含
め
、
利
用
者

負
担
額
は
、
平
成
26
年
度
と
同
程
度
に
し

た
い
。

桜
井
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
施
設
設

置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て(

抜
粋)

　
　
学
童
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て

答　
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
従
来
の
時
間

帯
で
、
６
年
生
ま
で
実
施
し
た
い
。
現
状

は
、
城
島
学
童
保
育
所
が
定
員
に
達
し
て

い
る
が
、
安
倍
・
桜
井
西
・
三
輪
・
桜
井

南
・
初
瀬
・
纒
向
学
童
保
育
所
に
お
い
て

は
、
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
。
施
設
整
備

に
お
い
て
は
、
15
年
経
過
し
て
い
る
所
も

あ
り
、
老
朽
化
に
合
わ
せ
、
検
討
を
進
め

た
い
。

桜
井
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て(

抜
粋)

　
　
介
護
保
険
に
つ
い
て
今
回
の
見
直
し

で
十
分
か

答　
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

く
保
険
料
等
の
見
直
し
で
は
、
８
段
階
を

12
段
階
に
、
き
め
細
か
く
応
分
負
担
を

行
っ
た
。
現
在
、
１
段
階
の
方
は
全
体
の

24
％
弱
お
ら
れ
、
そ
の
年
額
は
、
５
段
階

の
方
の
、
半
額
で
あ
る
が
、
今
国
会
の
審

議
が
通
過
す
れ
ば
、
更
に
５
％
引
き
下
げ

る
考
え
で
あ
る
。
２・
３
段
階
の
方
は
、

消
費
税
の
変
更
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
に

減
額
が
検
討
さ
れ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

総
合
事
業
を
行
っ
て
い
く
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
な
く
し
て
は
出
来

な
い
こ
と
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
向

け
た
取
り
組
み
を
、
２
年
間
の
経
過
措
置

の
間
に
し
た
い
。

常任委員会 総務委員会、文教厚生委員会、産業厚生委員会があり、付託されてきた議案や
請願などについてよく審議し、委員会として賛成か反対か採決します。

総務委員会 文教厚生委員会 産業建設委員会

市長公室、危機管理監、総務部、
選挙管理委員会、監査委員会
事務局及び出納課の所管に属
する事項の審査を行います。

福祉保健部、環境部及び教育
委員会の所管に属する事項の
審査を行います。

農業委員会、都市建設部、ま
ちづくり部及び上下水道部の
所管に属する事項の審査を行
います。

市
長
公
室

危
機
管
理
監

総

務

部

福
祉
保
健
部

環

境

部

都
市
建
設
部

ま
ち
づ
く
り
部

会
計
管
理
者

上
下
水
道
部

市 長

副 市 長

理 事

問��

問��問��

問��

問�� 問��
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議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長　
　
札
辻　
輝
已

副
委
員
長　
　
大
西　
　

亘

委　
　
員　
　
井
戸　
良
美

〃　
　
　
我
妻　
　

力

〃　
　
　
吉
田　
忠
雄

　

  

〃　
　
　

 

岡
田　
光
司

　

  

〃　
　
　

 

土
家　
靖
起

　

  

〃　
　
　

 

工
藤　
行
義

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　
工
藤　
将
之

副
委
員
長　
　
金
山　
成
樹

委　
　
員　
　
大
園　
光
昭

〃　
　
　
大
西　
　

亘

〃　
　
　
阪
口　
　

豊

〃　
　
　
吉
田　
忠
雄

  【
委
員
会
】

　

�

市
議
会
で
取
り
扱
う
問
題

は
、数
が
多
く
、内
容
も
幅
広

い
分
野
に
わ
た
る
た
め
、常

任
委
員
会
、議
会
運
営
委
員

会
、ま
た
必
要
に
応
じ
て
設

置
さ
れ
る
予
算
、決
算
な
ど

の
特
別
委
員
会
を
設
け
、本

会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案

や
請
願
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

く
審
議
し
て
い
ま
す
。

会
議

識
知

役

員

紹

介

常
任
委
員
会

総
務
委
員
会

委
員
長　
　
札
辻　
輝
已

副
委
員
長　
　
我
妻　
　

力

委　
　
員　
　
金
山　
成
樹

〃　
　
　
井
戸　
良
美

〃　
　
　
大
西　
　

亘

〃　
　
　
工
藤　
将
之

〃　
　
　
阪
口　
　

豊

〃　
　
　
藤
井　
孝
博

〃　
　
　
岡
田　
光
司

〃　
　
　
土
家　
靖
起

〃　
　
　
工
藤　
行
義

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　
　
工
藤　
行
義

副
委
員
長　
　
大
西　
　

亘

委　
　
員　
　
大
園　
光
昭

〃　
　
　
金
山　
成
樹

〃　
　
　
西
　
　
忠
吉

〃　
　
　
吉
田　
忠
雄

〃　
　
　
岡
田　
光
司

〃　
　
　
東
　
　
俊
克

〃　
　
　
札
辻　
輝
已

〃　
　
　
高
谷　
二
三
男

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　
　
東
　
　
俊
克

副
委
員
長　
　
井
戸　
良
美

委　
　
員　
　
大
園　
光
昭

〃　
　
　
工
藤　
将
之

〃　
　
　
阪
口　
　

豊

〃　
　
　
我
妻　
　

力

〃　
　
　
西
　
　
忠
吉

〃　
　
　
吉
田　
忠
雄

〃　
　
　
土
家　
靖
起

〃　
　
　
高
谷　
二
三
男

　
平
成
27
年　
新
役
員
選
出

　
平
成
27
年
第
１
回
臨
時
議
会
が
５
月
７
日
に
開
か
れ
、
平
成
27

年
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
に
大
西

亘
議
員
、
阪
口
豊
議
員
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

議

長　
　
藤
井　

孝
博

副

議

長　
　
阪
口　

 
豊

監
査
委
員　
　
工
藤　

将
之

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

　
平
成
27
年
４
月
26
日
の
桜
井
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
新
し
く
16
名
の
議
員
が
誕
生
し
、
５

月
７
日
の
平
成
27
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
新
体
制
が
整
い
、
こ
の
た
び
私
た
ち
が
、
議
員
皆
様
の
推

挙
に
よ
り
ま
し
て
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
共
に
職
責

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
地
方
分
権
の
進
展
等
に

よ
り
大
き
く
変
化
し
、
市
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
市
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
中
、
二
元
代
表
制
の
一
役
を
担
い
、
市
の
意
思
決
定
を
行
う
議
会
の
役
割
は
、
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指
し
、

改
選
前
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
議
会
改
革
を
更
に
推
し
進
め
、
全
議
員
が
一
丸
と
な
り
、
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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市
内
在
住
の
人
で
、
子
ど
も
を

私
立
幼
稚
園
に
通
園
さ
せ
て
い
る

家
庭
を
対
象
と
し
て
、
所
得
状
況

や
世
帯
状
況
に
応
じ
て
、入
園
料・

保
育
料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
通
園
し
て
い
る
幼

稚
園
ま
た
は
学
校
教
育
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

学
校
教
育
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
６
０
６・６
０
７
）　

　
子
育
て
を
地
域
で
支
援
す
る
た

め
に
、「
子
ど
も
を
預
け
た
い
人

（
依
頼
会
員
）」
と
「
子
ど
も
を
預

か
り
た
い
人
（
援
助
会
員
）」
の

橋
渡
し
を
す
る
「
桜
井
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
開

設
に
向
け
、
現
在
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
平
成

28
年
１
月
か
ら
の
運
用
開
始
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
予
定
〉

①�

７
月　
子
ど
も
を
預
か
り
た
い

援
助
会
員
を
募
集

②�

８
月　
援
助
会
員
希
望
者
に
養

成
講
座
開
講

③
秋
以
降　
依
頼
会
員
募
集

④
平
成
28
年
１
月　
運
用
開
始

※�

詳
細
は
広
報
わ
か
ざ
く
ら
７
月
号

の
折
込
み
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

児
童
福
祉
課
子
ど
も
支
援

係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
４
）、
桜
井
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
西
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
分
館
つ
ど
い
の
広
場

内
・

43
‐
９
１
１
２
）

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
等

を
踏
ま
え
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
給
付
措
置

を
臨
時
特
例
的
に
行
い
ま
す
。

▽�

支
給
対
象
者　
基
準
日
（
平
成

27
年
５
月
31
日
）
に
お
け
る
、

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
除
く
）
の
受
給
者
。

▽�

対
象
児
童　
支
給
対
象
者
の
平

成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
除
く
）
の
対
象
と

な
る
児
童
。

※�

基
準
日
以
降
に
出
生
も
し
く
は

死
亡
し
た
児
童
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

▽�

支
給
額　
対
象
児
童
１
人
あ
た

り
３
、０
０
０
円
。（
１
回
限
り
）

▽�

申
請
期
間　
６
月
１
日
（
月
）

～
12
月
１
日
（
火
）

※�

郵
送
の
場
合
は
、
12
月
1
日

（
火
）
の
消
印
有
効
で
す
。

▽�

申
請
方
法　
５
月
末
に
児
童
手

当
受
給
者
に
対
し
て
郵
送
し

た
「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
下

部
が
給
付
金
の
申
請
書
に
な
っ

て
い
ま
す
（
公
務
員
の
人
は
職

場
か
ら
申
請
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
）
の
で
、
必
要
事
項
を
記
載

し
て
、
児
童
手
当
現
況
届
の
提

出（
期
間
は
６
月
１
日
～
30
日
）

に
併
せ
て
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
・　
　
児
童
福
祉
課
こ
ど
も
福

祉
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
１
）

▽
試
験
日

・
第
１
回

　
６
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）

・
第
２
回

　
９
月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
）

▽�
試
験
会
場　
中
部
農
林
事
務
所

（
旧
耳
成
高
校
、
橿
原
市
常
盤

町
６
０
５-
５
）

※�

新
た
に
わ
な
の
狩
猟
免
許
を
取

得
す
る
人
、
ま
た
、
そ
の
後
に

野
生
獣
用
の
捕
獲
檻
を
購
入
し

よ
う
と
す
る
人
に
対
し
、
一
定

額
の
補
助
を
行
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
　
農
林
課
農
業
振
興
係
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
３
５
３
）

◆

◆

狩
猟
免
許
取
得
の
案
内
お
よ

び
補
助
に
つ
い
て

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

（
保
育
料
・
入
園
料
の
補
助
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

桜
井
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
中

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

○
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の
現
状

・�

不
法
滞
在
者
と
は
、「
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
や
密
航
船
な
ど
で
不
法
に

入
国
す
る
者
」、「
在
留
期
間
を
超
え
て
日
本
に
滞
在
す
る
者
」
を
指

し
、
そ
の
多
く
が
働
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

・�

不
法
滞
在
者
が
働
い
た
り
、
働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
在
留
資

格
で
在
留
す
る
人
が
働
く
こ
と
は
、
不
法
就
労
活
動
に
な
り
ま
す
。

・��

不
法
滞
在
、
不
法
就
労
す
る
外
国
人
の
存
在
は
、
我
が
国
の
労
働

面
だ
け
で
な
く
、
風
俗
・
治
安
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
問
題
を
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。

・�

最
近
で
は
、
不
法
滞
在
者
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
化
し
、
犯
罪
を
犯
す

ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、
我
が
国
の
治
安
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
に
入
国
、
滞
在
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
偽
装

結
婚
や
偽
装
認
知
等
の
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
外
国
人
を

雇
っ
た
事
業
主
や
不
法
入
国
を
援
助
し
た
人
等
は

法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

外
国
人
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
や
在
留
カ
ー

ド
等
を
見
て
在
留
資
格
や
在
留
期
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
不
法
滞
在
者
、
不
法
就
労

者
等
の
情
報
を
見
聞
き
し
た
人
は
、
迷
わ
ず
１
１
０
番
ま
た
は
桜
井

警
察
署
ま
で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
桜
井
警
察
署

46
‐
０
１
１
０
】

今
月
の
市
税
・
保
険
料

納期限は
6月30日（火）

です。

市
税

■
市
県
民
税
〈
全
・
１
期
分
〉

問

問

問

申
問

※�

平
成
27
年
５
月
以
降
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
「
ロ
ー
ソ
ン
マ
ー
ト
」
で
の
支
払
い
が
店
舗

統
廃
合
に
よ
り
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
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６
月
５
日
は
環
境
の
日

６
月
は
環
境
月
間
で
す
！

人
権
擁
護
委
員
の
日

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

問

問

広報わかざくら　平成27年６月号

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
農
作

物
被
害
抑
制
の
た
め
、
農
業
者
に

よ
る
防
護
柵
設
置
費
を
支
援
す
る

補
助
事
業
を
次
の
内
容
に
て
実
施

し
ま
す
。
防
護
柵
の
設
置
を
お
考

え
の
人
は
、
資
材
を
購
入
す
る
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
間　
６
月
１
日
（
月
）

～
30
日
（
火
）

▽
補
助
対
象
事
業

・�

電
気
柵
、
ト
タ
ン
、
メ
ッ
シ
ュ

フ
ェ
ン
ス
等
の
防
護
柵
の
設
置

に
係
る
材
料
費
。

・�

原
則
と
し
て
３
戸
以
上
の
受
益

者
が
ま
と
ま
っ
て
設
置
す
る
場

合
に
限
る
。
た
だ
し
、
地
形
上

等
の
理
由
に
よ
り
３
戸
以
上
の

受
益
者
の
ま
と
ま
り
が
困
難
な

場
合
は
２
戸
以
下
で
の
設
置
で

も
対
象
と
す
る
。

▽
補
助
率　
材
料
費
×
６
／
10

�

た
だ
し
構
成
員
数
で
案
分
し
て

１
戸
当
た
り
補
助
金
交
付
額

２
５
、０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
。

※�

要
望
額
の
合
計
が
予
算
を
超
え

た
場
合
は
、
調
整
す
る
こ
と
に

な
り
補
助
金
額
が
要
望
額
よ
り

少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

・　
　

農
林
課
農
業
振
興
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
３
５
３
）　

　
公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
６
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
７
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽��
場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆�

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
日
本
国
民
で
次
の
要
件
を
満
た

す
者

▽��

年
齢
条
件　
平
成
７
年
６
月
２

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
生

ま
れ
た
人
で
あ
る
こ
と
。

▽�

住
所
要
件　
平
成
27
年
３
月
１

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
、

本
市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
住

所
を
移
し
た
人
で
転
入
届
を
し

た
人
に
つ
い
て
は
当
該
届
出
が

な
さ
れ
）
引
き
続
き
６
月
１
日

現
在
に
お
い
て
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

で
あ
る
こ
と
。

　
同
時
に
平
成
27
年
３
月
３
日
か

ら
６
月
２
日
ま
で
の
間
に
新
た
に

市
の
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
も
縦
覧

で
き
ま
す
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
４
１
）

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
昭
和
23
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の

中
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
う
え
で
、
最
も
大
切
な
権

利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
す
べ

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が

お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
作
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

◎�

法
務
局
に
お
け
る
常
設
相
談
所

の
全
国
統
一
電
話
番
号

【
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　
環
境
の
日
は
、
昭
和
47
年
か
ら

開
催
さ
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議

を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
、
国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を

受
け
て
６
月
５
日
を
「
世
界
環
境

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
環
境
基
本
法
で
６
月

５
日
を
「
環
境
の
日
」
と
定
め
、

６
月
の
１
か
月
間
を
環
境
月
間
と

し
、
環
境
保
全
を
図
る
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
契
機
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

◎�

節
電
や
節
水
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
、

一
人
ひ
と
り
が
地
球
温
暖
化
対

策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

◎�

日
常
か
ら
ご
み
の
減
量
、分
別
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が
け
、
も
の

を
大
切
に
す
る
よ
う
努
め
ま

し
ょ
う
！

◎�

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
、

不
法
焼
却
の
な
い
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　

環
境
部
（

45
‐
２
０
０
１
）

　　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
数
多
く
の
善
意
は
、
福
祉
施

設
・
在
宅
重
度
心
身
障
が
い
者

（
児
）・
小
規
模
通
所
授
産
施
設
利

用
者
等
や
災
害
に
あ
わ
れ
た
世
帯

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

・�

川
の
彩
り
花
つ
づ
み
事
業
代
金　

平
和
橋
会 

様  

３
０
、９
０
０
円

▽�

預
け
入
れ
先　
善
意
銀
行
（
大

字
桜
井
５
３
５
‐
１
社
会
福
祉

協
議
会
内

42
‐
２
７
２
４
）・

社
会
福
祉
事
務
所

有
害
野
生
獣
被
害
に
対
す
る

防
護
柵
補
助
制
度

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

今
月
号
か
ら
広
報
紙
の
基
本
書
体
を
読
み
や
す
い
書
体
（
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
）
に
変
更
し
ま
し
た
。
今
後
も
読
み
や
す
い
紙
面
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

基 礎 年 金 の 種 類 年 金 額
老 齢 基 礎 年 金（ 満 額 ） 780,100 円

障 害 基 礎 年 金
1 級 975,100 円
2 級 780,100 円

遺 族 基 礎 年 金 780,100 円

年金支給額のお知らせ
　平成 27 年度の年金支給額（年額）が下記の
表のように変更になります。

　ただし、国民健康保険税、市・県民税、介
護保険料及び後期高齢者医療保険料が特別徴
収の対象になっている人は、受け取り額が変
更になる場合があります。

▽ �問 い 合 わ せ 先　 保 険 年 金 係（ 42 ‐
9111 内線 528）

申
問

善
意
銀
行
（
４
月
分
）
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平
成
28
年
度
小
学
校
に
就
学
予

定
で
、
発
達
に
不
安
の
あ
る
幼
児

の
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
現
在

通
っ
て
い
る
幼
稚
園
・
保
育
所
等

を
通
じ
て
申
込
む
か
、
直
接
学
校

教
育
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　
６
月
１
日
（
月
）

～
30
日
（
火
）

　
　

学
校
教
育
課(

42
‐

９
１
１
１
内
線
６
０
２
・
６
０
６)

　
安
全
で
安
心
な
住
ま
い
づ
く
り

の
た
め
に
県
に
登
録
さ
れ
た
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

日
時　
７
月
・
８
月
・
10
月
・

12
月
・
平
成
28
年
２
月
の
第
３

木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

（
事
前
予
約
制
）

▽
場
所　
市
役
所
２
階
相
談
室
等

▽�

相
談
内
容　
住
ま
い
の
新
築
・

改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
基
礎

的
な
相
談
・
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
に
関
す
る
基
礎
的
な
相

談
・
住
ま
い
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
関
す
る
相
談
・
そ
の
他
の
住

ま
い
に
関
す
る
法
律
や
制
度
お

よ
び
整
備
の
相
談

※�

紛
争
、
訴
訟
等
の
ト
ラ
ブ
ル
相

談
や
契
約
等
の
民
法
に
関
す
る

相
談
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▽�

対
象
者　
市
内
在
住
ま
た
は
市

内
に
土
地
・
家
屋
を
有
す
る
人

▽
定
員　
３
人
／
１
日（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
電
話
連
絡
後
、
申

込
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

　

・　
　

営
繕
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
１
９
）

　

７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

　
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
作
り
を
め
ざ
し
て
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

７
月
１
日
（
水
）
午
前
８
時
40

分
か
ら
、
桜
井
駅
北
口
か
ら
市

役
所
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
す
。（
雨
天
決
行
）

◎�

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
市
役
所
玄

関
前
で
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
式
を
行
い
ま
す
。

　
　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
９
７
）

　
公
的
年
金
か
ら
市
・
県
民
税
の

天
引
き
を
行
う
年
金
特
別
徴
収
制

度
の
対
象
者
は
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
で
す
。

・�

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

・�

前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る
市・

県
民
税
が
課
税
と
な
っ
て
い
る

・�
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る

《
納
付
方
法
に
注
意
が
必
要
な
人
》

①�

今
年
度
か
ら
年
金
特
別
徴
収
の

対
象
と
な
る
人

②�

平
成
26
年
度
に
い
っ
た
ん
特
別

徴
収
が
中
止
と
な
り
再
度
対
象

と
な
っ
た
人

　
①
・
②
の
人
の
納
付
方
法
は
次

の
通
り
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
市
・
県
民
税
の
う

ち
公
的
年
金
所
得
に
係
る
税
額
の

半
分
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

に
よ
り
２
回
で
納
付
、
残
り
の
半

分
は
年
度
後
半
の
公
的
年
金
（
４

～
６
期
）か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※�

な
お
、
市
・
県
民
税
の
納
税
額

や
納
期
限
に
つ
い
て
は
６
月
中

旬
発
送
予
定
の
市
・
県
民
税
納

税
通
知
書
（
市
民
税　
県
民
税　

課
税
明
細
③
参
照
）
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課
市
民
税
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
５
４
１・５
４
２
）

　

平
成
27
年
度
の
労
働
保
険

（
労
災
保
険･

雇
用
保
険
）
の

年
度
更
新
手
続
き
は
、
６
月
１

日
（
月
）
～
７
月
10
日
（
金
）

ま
で
の
期
間
で
す
。
期
間
中
の

手
続
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
早
期
申
告
納
付
の
お
願
い
》

　
年
度
更
新
申
告
書
は
、
５
月
末

ま
で
に
事
業
所
あ
て
に
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
告
書
が
届
き
ま

し
た
ら
、
お
早
め
に
申
告
・
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
・
納
付

期
日
で
あ
る
７
月
10
日（
金
）は
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
窓
口
に
お
い

て
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

SIFA（桜井市国際交流協会）からのお知らせ

○公園ボランティアの募集
　桜井市はフランスのシャルトル市と友好都市提
携をしており、友好のシンボルとして市役所の東
側に「シャルトル公園」があります。
　ＳＩＦＡでは 15 年前から花植えや花壇の世話、
ボランティアを対象とした花の講習会も行ってい
ます。今回もっと多くの人と公園をより美しくし
たいと思いボランティアの募集を行います。
　ガーデニングに興味のある人、お花が好きな人
など、どなたでもぜひ参加してください。詳細は
下記に問い合わせてください。

○�外国語サロン受講者の募集
　今年度からフランス語サロン「子どもクラス」
の受講者も募集します。それぞれのレベルに応じ
たフランス語を楽しめるサロンです。
フランス語サロン
◆初級　毎週金曜日、午後６時～午後７時
◆�中級　毎週金曜日、午後７時 10 分～８時 50 分
◆�子ども（小学校 4 年生以上）
　　　　毎週土曜日、午後６時～午後７時

▽ �申込・問い合わせ先　行政経営課（ 42 ‐
9111 内線 256）、SIFA ホームページ（http://
www2.begin.or.jp/sifa/）

市
・
県
民
税
の
年
金
特
別
徴

収
新
規
開
始
の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に

参
加
を

住
宅
相
談
窓
口

教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す

問

問

問

申
問

問

　
　

奈
良
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室
（

０
７
４
２
‐
32
‐

０
２
０
３
）、
管
轄
労
働
基
準
監

督
署･

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職

業
安
定
所
）
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▽�

募
集
内
容　
募
集
住
宅
お
よ
び

募
集
戸
数
の
一
覧
表
は
営
繕
課

に
あ
り
ま
す
。

▽�

申
込
資
格　
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

①
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

②
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

③�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
者
含

む
）
が
あ
る
人

※
単
身
者
住
宅
を
除
く

④�

条
例
で
定
め
る
収
入
基
準
額
以

内
の
人

・�

市
営
住
宅
（
一
般
世
帯
…
基
準

月
収
額
１
５
８
、０
０
０
円
以

下
。
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
等

…
２
１
４
、０
０
０
円
以
下
。）

・�

改
良
住
宅
（
一
般
世
帯
…
基
準

月
収
額
１
１
４
、０
０
０
円
以

下
。
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
等

…　
１
３
９
、０
０
０
円
以
下
。）

⑤
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

⑥�

過
去
に
市
営
住
宅
等
に
入
居
し

て
い
た
人
は
、
滞
納
・
無
断
退

去
等
を
し
て
い
な
い
こ
と

⑦
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▽
申
込
用
紙
配
布
及
び
受
付
日
時

６
月
１
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※�

土
日
を
除
く
受
付
期
間
内
に
、

専
用
申
込
用
紙
で
直
接
営
繕
課

ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
専

用
申
込
用
紙
は
営
繕
課
で
配
布

し
ま
す
。

▽
選
考
方
法　
公
開
抽
選

▽
入
居
日　
８
月
１
日
（
土
）

　
　
営
繕
課
（

42
‐
９
１
１
１

内
線
２
４
３
）

　
ダ
ウ
ン
症
児
と
そ
の
保
護
者
が

集
ま
る
「
ひ
ま
わ
り
教
室
」
で
、

保
護
者
が
座
談
会
を
し
て
い
る

間
、
同
室
で
保
健
師
と
一
緒
に
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手（
託
児
）

を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
が
大

好
き
な
人
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽�

日
時　
６
月
９
日
（
火
）
午
前

９
時
50
分
～
午
後
0
時
10
分

▽�

場
所　
中
和
保
健
所
（
橿
原
市

常
盤
町
６
０
５
‐
５
橿
原
総
合

庁
舎
内
）　

　

・　
　
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

42

‐
２
７
２
４
）

　

◆

◆

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

ひ
ま
わ
り
教
室
で
の
託
児
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
営
住
宅
等
空
家
募
集

問申
問

再生可能エネルギーの普及により温室効果ガスを削
減し、温暖化対策を推進するため、住宅用太陽光発
電システム設置者に市内共通商品券を交付します。
対象者
・�市内に住民登録があり、自宅に住宅用太陽光発電

システムを設置したか、住宅用太陽光発電システ
ムを設置した新築住宅を購入した人。（店舗など商
業施設を兼ねた住宅や共同住宅は対象外）

・次の①または②のいずれかに該当する人
①�平成 25 年４月 17 日～平成 26 年３月 31 日まで

に国（Ｊ‐ＰＥＣ「太陽光発電普及拡大センター」）
に補助金申込書を提出後、交付決定を受けた人

②�国の補助金申込書の受付終了後（平成 26 年４月
１日以降）に経済産業省の再生可能エネルギーの
固定価格買取制度に基づく 10‌kw 未満の太陽光発
電設備の認定を受け、電力会社と系統連系に伴う
電力受給契約を自ら締結した人。

・市税の滞納がない人。
・暴力団関係者でない人。
※�風致地区内において設置する場合は都市計画課
（ 42 ‐ 9111 内線 223）まで、景観保全地区内
において設置する場合は県景観・自然環境課（
0742 ‐ 27 ‐ 8757）まで設置前に必ず問い合わ
せてください。

奨励金の交付額・交付件数
　奨励金は１件当たり５万円分の商工会発行の市内
共通商品券にて交付。交付件数は 60 件（先着順）
です。ただし同一の住宅につき１回限りとします。

受付期間
　７月１日（水）から平成 28
年３月 31 日（木）までの午前
９時～午後５時（土・日・祝日
および年末年始は除く）
※�受付期間内であっても予算の範囲を超える日を

もって受付を締め切ります。
申請方法
　奨励金交付申請書・納税状況確認の承諾書（環境
総務課または市ホームページ（http://www.city.
sakurai.lg.jp/）でも入手できます。）に以下の必要
書類を添えて環境総務課（グリーンパーク）へ直接
持参してください。（郵送受付はできません。）
必要書類
・住民票の写し（原本／発行から３か月以内のもの）
・納税状況確認の承諾書
・発電システムの設置状態を示すカラー写真
・次のいずれかの書類

対象者①に該当する人は、国の補助金交付決定通
知書（原本／確認後返却）（通知書の受理決定番
号（14 ケタ）が 50 で始まるもの）
対象者②に該当する人は、次の a ～ c の書類の写
し。a. 電力会社との電力受給契約に関する書類の
写し、b. 発電システムの設置に係る工事請負契約
書（対象システムが設置された新築住宅を購入し
た場合は、売買契約書）の写し、c. 発電システム
の設置費に係る領収書及び内訳明細書の写し

▽問い合わせ先　環境総務課（ 45 ‐ 2001）

住宅用太陽光発電システム設置奨励金を交付します

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い　
犬
の
散
歩
時
に
は
フ
ン
を
処
理
す
る
道
具
を
持
参
し
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
後
片
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
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《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場 所 予約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター

法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6 名・各 30 分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

相談日の 1 週間前の火曜日の午前
9 時 30 分から電話で奈良弁護士
会（ 0742‐22‐2035）へ。

【市民協働課】
※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7 名・各 25 分間〉

６月 11 日（木）
13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

６月 1 日（月）午前 8 時 30 分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42‐9111 内線 534）【市民協働課】
※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる

法律相談

借金問題、土地建物・会社
法人の登記、相続、遺言な
どの相談（予約面談制）

〈先着５名・各 40 分間〉

① 6 月 12 日（金）
13：00 ～ 16：20 市役所

2 階
相談室

要

①６月２日（火）午前 8 時 30 分以降
②６月 10 日（水）午前 8 時 30 分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42‐9111 内線 534）
【市民協働課】

②６月 25 日（木）
13：00 ～ 16：20

税理士に
よる

税務相談

税金についての相談
（予約面談制）
〈先着 5 名・各 30 分間〉

6 月 17 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

6 月 3 日（水）午前 8 時 30 分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42‐9111内線534）【市民協働課】
※�税理士（税理士法人）に依頼されている人は利用できません。

行政書士に
よる

法務相談

営業許可、帰化など身分に
関する事、近隣トラブルな
どの相談（予約面談制）

〈先着 5 名・各 40 分間〉

6 月 26 日（金）
13：00 ～ 16：20

市役所
2 階

相談室
要

6 月 12 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係
へ。（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

消費生活
相談

消 費（ 買 物・ 契 約 等 ）・
多重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係

（ 42 ‐ 9111 内線 534）
【市民協働課】

行政相談 行政に関する相談 6 月 10 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係

（ 42 ‐ 9111 内線 534）
【市民協働課】

※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。
　　福祉の

『心配ごと相談』
日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00 ～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相 談 日 に は 電 話 相 談（ 42 ‐

6804）も行います。【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引
きこもりなどの相談

6 月 1 日～ 30 日
（日・祝日除く）
  9：00 ～ 18：00

桜井駅南口
駅前　エル
ト桜井 2 階

不要
若者サポートステーションやまと

（ 44 ‐ 2055）
【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』
人権に関わる様々な悩み
ごと

６月３日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係

（ 42 ‐ 9111 内線 561）
【人権施策課】

女性相談
女性の様々な問題や悩み

（夫婦・育児・介護・ド
メスティックバイオレン
スなど）

６
月
22
日（
月
）

面接相談
12：30 ～ 15：
00

市役所 1 階
消費生活
相談室

要 相談日の午前中までに人権施策課
男女共同参画係へ。

（ 42 ‐ 9111 内線 564）
◎匿名での相談も可。【人権施策課】

電話相談
10：00 ～ 11：
30

42‐9111
内線 564 不要

▽�

貸
出
期
間　
７
月
１
日
（
水
）

～
平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

※�

た
だ
し
、
１
世
帯
に
つ
き
２
区

画
ま
で
の
貸
出
に
限
る
。

▽�

場
所　
大
字
上
之
庄
（
桜
井
西

小
学
校
東
側
）

▽�

資
格　
市
内
在
住
の
人

▽
１
区
画　
12
平
方
メ
ー
ト
ル

▽
募
集
区
画
数　
11
区
画

▽
使
用
料　
４
、０
０
０
円

▽
募
集
期
間　
６
月
１
日
（
月
）

～
５
日
（
金
）

※�

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
申
込
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
先
着
順
。

※�

使
用
は
本
人
か
生
計
同
一
家
族

に
限
り
ま
す
。（
名
義
貸
し
が

判
明
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
解

約
と
し
ま
す
。）

　

・　
　
都
市
計
画
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
２
２
）

▽�

資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
▽�

受
付
期
間

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▽
試
験
日

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

（

０
７
４
３
‐
63
‐
２
５
４
０
）

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

問
上
之
庄
分
区
園
（
貸
農
園
）

使
用
者
を
追
加
募
集

申
問
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新
た
に
検
定
を
受
け
た
中
学
校

用
の
教
科
書
を
市
立
図
書
館
で
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
中
か
ら
市
教
育
委
員

会
が
教
科
書
を
採
択
し
、
平
成
28

年
度
以
降
桜
井
市
立
の
全
中
学
校

で
使
用
し
ま
す
。

▽�

期
間　
６
月
13
日
（
土
）
～
７

月
９
日
（
木
）

▽
閲
覧
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

毎
週
火
曜
日
・
毎
月
第
２
金
曜

日
は
図
書
館
休
館
日
の
た
め
、

閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

学
校
教
育
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
６
０
２・６
０
６
）

「
モ
ー
タ
ー
で
動
く
ダ
ン
ボ
ー
ル

カ
ー
」

▽
日
時　
７
月
25
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▽�

場
所　
中
央
公
民
館
２
階
美
術

工
芸
室

▽
対
象　
小
学
生（
３
年
生
以
上
）

▽
講
師　
ア
ー
ト
作
家

　
千
光
士
義
和
さ
ん

▽
定
員　
20
人

▽�

費
用　
８
０
０
円（
当
日
集
金
）

▽�

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
①
講
座
名

②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
学
年
⑤
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
６
月
16
日
（
火
）
ま
で

に
、
申
込
み
先
へ
。（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※�

電
話
申
込
み
不
可

※�

申
込
締
切
後
、
受
講
票
を
返
送

し
ま
す
。
開
催
前
日
に
な
っ
て

も
通
知
が
な
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
社
会
教
育
課（
〒
６
３
３

‐
８
５
８
５
大
字
粟
殿
２
０
２

42
‐
９
１
１
１
内
線
６
０
８
FAX 

45
‐
０
９
６
２
・
Ｅ
メ
ー
ルky-

shakai@
city.lg.jp

）

　
小
学
校
低
学
年
で
も
作
る
こ
と

が
で
き
る
料
理
で
す
。
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
作
っ
た
料
理
を
皆
で

食
べ
よ
う
！

※�

親
子
で
作
る
回
と
、
子
ど
も
だ

け
で
作
る
回
を
予
定
し
て
い
ま

す
。（
保
護
者
付
き
添
い
可
）

▽
日
程
・
講
座
内
容

○
７
月
４
日
（
土
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
「
夏
に

ピ
ッ
タ
リ
お
い
し
い
お
や
つ
」

○
９
月
12
日
（
土
）

た
め
し
て
み
よ
う
！
「
親
子
で

作
ろ
う
人
気
給
食
」	

○
12
月
19
日
（
土
）

楽
し
く
つ
く
ろ
う
！
「
み
ん
な

で
ワ
イ
ワ
イ
パ
ー
テ
ィ
ー
メ

ニ
ュ
ー
」

※�

多
彩
な
食
材
を
使
用
し
ま
す
の

で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
が
あ
る
人

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
講
師　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

栄
養
教
諭　
上
野
佳
洋
子
さ
ん

栄
養
教
諭　
大
谷
和
世
さ
ん

▽�

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

▽�

場
所　
中
央
公
民
館
２
階
調
理

実
習
室

▽�

対
象
・
定
員	

小
学
生
と
そ

の
保
護
者
・
12
組
（
３
回
と
も

出
席
で
き
る
人
）

▽
費
用　
各
回
材
料
費
が
必
要
。

▽�

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
①
講
座
名

②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

※
子
ど
も
と
保
護
者
と
も
④
学

年
⑤
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、６
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
、

申
込
み
先
へ
。（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

※�

電
話
申
込
み
不
可

※�

申
込
締
切
後
、
受
講
票
を
返
送

し
ま
す
。
開
催
前
日
に
な
っ
て

も
通
知
が
な
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
社
会
教
育
課（
〒
６
３
３

‐
８
５
８
５
大
字
粟
殿
２
０
２

42
‐
９
１
１
１
内
線
６
０
８
FAX 

45
‐
０
９
６
２
・
Ｅ
メ
ー
ルky-

shakai@
city.lg.jp

）

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
操
作
に

つ
い
て
、
何
で
も
自
由
に
相
談
で

き
ま
す
。（
１
組
30
分
程
度
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▽�

日
時　
７
月
４
日
（
土
）、
６

日
（
月
）、
11
日
（
土
）、
13
日

（
月
）　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分（
日
時
指
定
が
で
き
ま
す
）

▽�

場
所　
中
央
公
民
館
３
階
小
会

議
室

▽
講
師　
本
野
泰
謙
さ
ん

▽
定
員　
各
日
４
組
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽
持
ち
物　
パ
ソ
コ
ン

▽�

申
込
方
法　
６
月
１
日
（
月
）

よ
り
受
付
開
始
。相
談
希
望
日・

時
間
・
氏
名
を
電
話
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
社
会
教
育
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
６
０
８
）

▽
日
時　
６
月
11
日
（
第
２
木
）

　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　
み
ん
な
が
主
役
。
み
ん

な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

▽�

出
演
者　
歌
唱
リ
ー
ド　
庵
前

通
世
さ
ん

▽
費
用　
無
料

　
　
文
化
を
考
え
る
桜
井
市
民
の

会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１
‐

５
７
０
８
）

広報わかざくら　平成27年６月号

◆

◆

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

第
61
回

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

第
１
回

　
夏
休
み
子
ど
も
工
作
教
室

パ
ソ
コ
ン
相
談
室

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ

教
科
書
展
示
会
に
つ
い
て

問

問

申
問

申
問

申
問

差別をなくす市民集会

　多数のご参加をお待ちしています。
　手話通訳・要約筆記あります。
　～入場無料～

▽日時　７月４日（土）
　　　　午後１時 30 分開会

▽場所　市民会館

▽�テーマ　中村久子伝
～生きること、生かされている
こと～

▽�講師　講談師　一龍斎春水さん

▽主催　桜井市
　　　　桜井市教育委員会
　　　　桜井市人権教育推進協議会

▽�問い合わせ先　人権施策課（ 42 ‐
9111 内線 561）
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障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
同
士

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
桜
井
市
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
障
が
い
を
持
つ
人
が
地

域
で
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
何
を
す
べ

き
か
考
え
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
み
な
さ
ん
で
お
や
つ
作

り
を
楽
し
み
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
参
加
時
間
は
自
由
で
す

▽�

場
所　
桜
井
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
分
館

▽�

対
象　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る

小
学
生
以
上
の
人

※�

支
援
が
必
要
な
人
は
、
支
援
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

▽�

費
用　
１
人
３
０
０
円
（
保
険

料
・
材
料
費
含
む
）

▽�

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル
、

上
靴

▽�

主
催　
自
立
支
援
協
議
会
居
場

所
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

　
　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
７
２
）

▽�

日
時　
７
月
１
日
（
水
）

～
16
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
市

民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▽�
内
容　
市
内
の
小
中
児
童
・
生

徒
に
よ
る
人
権
ポ
ス
タ
ー
他

▽
費
用　
無
料

　
　

人
権
施
策
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
５
６
１
）

①
万
葉
ゆ
か
り
の
地
味う

ま
酒ざ

け
三
輪
の

里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ　

　
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
三
輪
の
町
の

隠
れ
た
魅
力
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▽�

日
程　
６
月
７
日
・
14
日
・
21

日
・
28
日
（
各
日
曜
日
）

※
予
約
不
要

▽�

集
合
時
間
・
場
所

　
午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽�

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）　
JR
三
輪

駅
→
大
神
神
社
→
大
美
和
の
杜

展
望
台
→
三
輪
茶
屋
趾
→
恵
比

須
神
社
→
古
い
商
家
街
並
み
→ 

JR
三
輪
駅
（
正
午
頃
解
散
）

▽
費
用　
無
料

②
拓
本
教
室

　
は
じ
め
て
の
人
で
も
１
回
の
受

講
で
美
し
い
拓
本
が
と
れ
る
よ
う

に
教
え
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午　

▽
場
所　
市
立
図
書
館

▽
費
用　

 

５
０
０
円

▽�

申
込
方
法　

 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
参
加
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
年
齢
・
性
別
を
、
記
入

の
上
、市
観
光
協
会（
〒
６
３
３

‐
０
０
６
３
大
字
川
合
２
６
０

‐
２
商
工
会
館
２
階
）
ま
で
。

　
（
共
通
）　
市
観
光
協
会
（

・

FAX 
42
‐
７
５
３
０
） 

「
放
置
竹
林
の
現
状
と
竹
材
の
上

手
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
」

▽
日
時　
６
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

▽�

場
所　
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん
店
）

▽�

講
師　
三
橋
玄
さ
ん
（「
い
の

ち
の
か
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
竹

材
で
巨
大
造
形
を
作
っ
て
い
る

竹
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。「
竹
の
國
」

を
主
宰
し
、
竹
林
整
備
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。）

▽
定
員　
20
名
（
申
込
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽
申
込
締
切
日　
６
月
18
日（
木
）

　

・　
　
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（

45
‐
１
３
２
２
）

▽�

日
時　
７
月
２
日
（
木
）

～
５
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※�

た
だ
し
７
月
２
日
（
木
）
は
記

念
講
演
の
開
催
に
つ
き
午
後
２

時
～
４
時

▽�

場
所　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

（
奈
良
市
東
向
南
町
６
）

▽�

テ 

ー 

マ　
「
そ
れ
っ
て
女

が
す
る
こ
と
？
そ
れ
っ
て
男

が
す
る
こ
と
？
そ
れ
っ
て
…　
　
　
　
　

～
気
づ
い
た
こ
と
か
ら
実
行
し

よ
う
！
～
」

 　

人
権
施
策
課
男
女
共
同
参

画
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
６
４
）

◆

◆

桜井市プレミアム商品券申込受付中

▽販売価格　1 冊あたり 10,000 円
　　　　　　※ 13,000 円相当（1,000 円× 13 枚）
　　　　　　※応募多数の場合は抽選を行います。

▽申込期限　6 月 10日（水）　※当日消印有効

▽抽選結果　返信ハガキで 6 月末頃発送。

▽引換日　7 月 11 日（土）、12 日（日）　　　　　　
※�当選ハガキと引き換えに市立図書館で商品券を

購入。（引換日に来られない場合は無効）

▽利用期間　7月11日（土）～平成28年1月10日（日）

▽ �利用店舗　参加登録された市内の店舗、事業所
で利用できます。詳細はホームページ（http://
www.sakuraishoko.org）で確認してください。
販売時には店舗等記載の印刷物をお渡しします。

▽ �申込方法　往復ハガキに希望冊数（上限 10 冊
まで）・郵便番号・住所・氏名・引換希望日 (7
月 11 日（土）・12 日（日）のどちらか）を記入し、
下記事務局へ申込んでください。

※�応募は 1 人 1 通に限り、記入漏れ・重複記載な
どは無効。希望冊数・引換希望日の変更不可。

※�引換残が発生した場合のみ、　7 月 26 日（日）
先着順で再販売。（詳細は後日ホームページにて）

▽ �申込・問い合わせ先　桜井市プレミアム商品券
事務局（桜井市商工会〒 633 ‐ 0063 大字川合
260-2 43 ‐ 5374 ※土日祝・年末年始を除
く午前 9 時～午後 4 時まで）

締切間近！桜井市民限定！

申
問

な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間
イ

ベ
ン
ト
２
０
１
５

第
２
回

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ひ
み
こ

桜
井
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ

く
り
協
議
会  

活
き
活
き
講
座

市
観
光
協
会
主
催
事
業

い
の
ち　
愛　
人
権
展

問

問

問

問



31 広報わかざくら　平成27年６月号

▽
日
時　
６
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
受
付　
正
午
～

　
　
　
　
開
始　

午
後
１
時
～　

▽�

場
所　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
５
階
研
修
室
Ｂ
（
橿
原
市

大
久
保
町
３
２
０
‐
11
）

▽�

医
療
講
演　
「
膠こ

う
げ
ん原

病
と
診
断

さ
れ
た
ら　
今
の
治
療
と
合
併

症
」　

石
丸
裕
康
さ
ん
（
天
理

よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
総
合
内
科

副
部
長・救
急
診
療
部
副
部
長
）

▽�

医
療
相
談　
石
丸
裕
康
さ
ん
、

井
上
隆
智
さ
ん
（
大
野
記
念
病

院
顧
問
）、金
山
良
春
さ
ん
（
金

山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、

山
田
秀
樹
さ
ん
（
二
上
駅
前
診

療
所
院
長
）

▽
費
用　
５
０
０
円
（
資
料
代
）

▽�

主
催　
全
国
膠
原
病
友
の
会
奈

良
支
部

　
・　
　

全
国
膠
原
病
友
の
会

奈
良
支
部
大
森
（

・
FAX 
42
‐

０
６
９
９
） 

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
・
児

童
・
生
徒
お
よ
び
病
弱
教
育
（
高

等
部
）
対
象
の
生
徒
と
そ
の
保
護

者
や
関
係
者
に
対
し
て
、
学
校
見

学
会
・
体
験
学
習
・
教
育
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

【
学
校
見
学
会
】

▽�

実
施
日　
調
整
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�

対
象　
肢
体
不
自
由
を
有
す
る

幼
児
・
児
童
・
生
徒
お
よ
び
病

弱
教
育
（
高
等
部
）
対
象
の
生

徒
と
そ
の
保
護
者
や
関
係
者

【
体
験
学
習
】

▽
実
施
日　
７
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

▽�

対
象　
肢
体
不
自
由
を
有
す
る

５
歳
児
以
上
の
幼
児
、
小
・
中

学
生
お
よ
び
病
弱
教
育
（
高
等

部
）
対
象
の
生
徒
と
そ
の
保
護

者
や
関
係
者

【
教
育
相
談
】

▽�

相
談
日　
調
整
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�

対
象　
肢
体
不
自
由
を
有
す
る

幼
児
・
児
童
・
生
徒
お
よ
び
病

弱
教
育
（
高
等
部
）
対
象
の
生

徒
の
保
護
者
や
担
任
等
。

▽
相
談
内
容

・�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
子
ど
も

の
就
学
、転
入
学
に
関
す
る
こ
と
。

・�

病
弱
教
育
対
象
の
生
徒
の
入
学
、

転
学
に
関
す
る
こ
と
。

・教
育
上
の
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

・�

健
康
、
自
立
活
動
、
進
路
指
導
、

交
流
お
よ
び
共
同
学
習
、
特
別

支
援
教
育　
等
々
。

　
・　
　
県
立
明
日
香
養
護
学
校

54
‐
３
３
８
０
）

▽�

概
要　
①
面
接
官
に
好
印
象
を

与
え
る
聞
き
方
・
話
し
方
②
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

練
習
③
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
で
就
職
活
動
の
コ
ツ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
参
加
型
の
セ

ミ
ナ
ー
。
参
加
費
無
料
。

▽
テ
ー
マ
・
日
時
・
場
所

①�

「
就
職
面
接
で
試
さ
れ
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

６
月
11
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

高
田
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー
（
大

和
高
田
市
幸
町
２
‐
33
県
産
業

会
館
３
階
）

②�
「
就
活
実
践
！
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

６
月
17
日
（
水
）　

午
前
９
時
40
分
～
11
時
50
分

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（
奈
良
市

西
木
辻
町
93
‐
６
エ
ル
ト
ピ
ア

奈
良
内
）

③
「
体
感
し
よ
う
！
集
団
面
接
」

６
月
25
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

▽�

対
象　
就
職
活
動
中
の
学
生
や

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者

（
40
代
前
半
ま
で
の
不
安
定
就

労
者
を
含
む
）

▽�

定
員　
各
10
人
程
度（
先
着
順
）

▽�

申
込
方
法　
各
セ
ミ
ナ
ー
前
日

ま
で
に
、
セ
ミ
ナ
ー
名
、
開
催

日
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
居

住
地
の
市
町
村
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を
、
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（

０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
３
０
・　
　

FAX 
０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
５
７
）

　
県
内
の
求
人
企
業
約
30
社
が
就

職
希
望
者
に
対
し
て
会
社
概
要
や

求
人
内
容
等
を
説
明
す
る
企
業
合

同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
無
料
職

業
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

日
時　
６
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

▽�

場
所　
県
文
化
会
館
（
奈
良
市

登
大
路
町
６
‐
２
）

▽�

対
象
者　
平
成
28
年
３
月
大
学

卒
業
予
定
者
お
よ
び
お
お
む
ね

40
歳
代
前
半
ま
で
の
求
職
者

　
　
（
一
社
）
奈
良
経
済
産
業

協
会
（

０
７
４
２
‐
20
‐

２
２
１
０
）

　６月は環境月間です。自然環境を守る手段のひとつ
にリサイクルがあります。家庭から出された粗大ごみ
の中から、手直しして使えるようにしたものを展示し
ます。希望者には抽選で提供します。

【リサイクル自転車・家具の展示・申込受付】
○日時　6 月 15 日（月）～ 21 日（日）
　　　　午前 9 時～午後 4 時
　　　　※ 21 日（日）は午前９時～午後１時
○場所　桜井市グリーンパーク夢市場
○対象　市内在住の人　※ 1 人１点のみ

【抽選発表】　グリーンパー�ク夢市場で６月 21 日（日）
　　　　　　午後１時から抽選・掲示

【自転車・家具引渡】
○�日時　6 月 21 日（日）抽選発表後～ 6 月 26 日（金）
　　　　午前 9 時～午後 4 時
※�自転車の引渡し時に防犯登録料 500 円を預ります。
※�善意銀行への募金をお願いします。

▽�問い合わせ先　環境部業務課（大字浅古 485 ‐
1 45 ‐ 2001）

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

リサイクルフェア

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
就
活
セ

ミ
ナ
ー
（
６
月
）

県
立
明
日
香
養
護
学
校
か
ら

の
お
知
ら
せ

膠
原
病　
第
35
回
医
療
講
演

会
・
医
療
相
談
会

問

問

申
問

申
問

企
業
合
同
説
明
会
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小
学
生
水
泳
教
室

▽�

日
時　
７
月
22
日
（
水
）
～
24

日
（
金
）、
27
日
（
月
）、
28
日　
　

（
火
）
の
５
日
間　

　
午
前
９
時
45
分
～
正
午

▽
場
所　
市
民
プ
ー
ル

▽�

対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学

１・２
年
生

▽
定
員　
60
名

▽
参
加
費　
１
人
４
、０
０
０
円

▽
申
込
開
始　
７
月
１
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽�

申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
学
年
・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
（
返
信
用
の
宛
名
は

保
護
者
名
）
を
記
入
の
う
え
、　

総
合
体
育
館
「
水
泳
教
室
」
係

（
〒
６
３
３
‐
０
０
０
１
大
字

三
輪
６
８
６
）
へ
。

小
学
生
陸
上
記
録
会

▽�

日
時　
７
月
25
日
（
土
）
午
前

９
時
開
会
式
（
雨
天
中
止
）

▽
場
所　
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド　

▽�

種
目　

50
ｍ
走
（
全
学
年
）・

80
ｍ
走
（
３
年
生
以
上
）・

１
０
０
ｍ
走
（
４
年
生
以
上
）・

走
幅
跳
（
全
学
年
）

▽
対
象
者　
市
内
在
住
の
児
童　

▽
申
込
締
切
日　
７
月
18
日（
土
）

市
歩
こ
う
会

～
富
雄
駅
か
ら

伊
勢
本
街
道
コ
ー
ス
～

▽
日
時　
６
月
28
日
（
日
）

　
午
前
８
時　
桜
井
駅
北
口
集
合

▽
コ
ー
ス
（
約
11
㎞･

４
時
間
）

桜
井
駅
⇨
近
鉄
富
雄
駅
→
赤
膚

焼
き
窯
元
（
見
学
）
→
平
城
宮

跡
→
JR
奈
良
駅
⇨
桜
井
駅

▽�

参
加
費　
３
０
０
円
（
窯
元
見

学
別
途
５
０
０
円
）

▽
申
込
締
切　
６
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）

芝
運
動
公
園
体
育
施
設
の

利
用
申
請
に
つ
い
て

・�

利
用
申
請
は
、
希
望
日
の
属
す

る
月
の
前
月
の
１
日
か
ら
総
合

体
育
館
の
窓
口
で
受
付
け
ま
す
。

・�

行
事
等
で
利
用
で
き
な
い
日
が

あ
り
ま
す
。

・�

申
請
方
法
や
利
用
料
金
等
と
併

せ
て
総
合
体
育
館
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

児童手当現況届を
提出してください！　

　現在手当を受給している人が６月以降も引き続い
て手当を受給するために、「児童手当現況届」の提出
が必要になります。
　対象者には、５月下旬頃に現況届用紙を送付して
いますので、児童福祉課に提出してください。
※�児童手当現況届の下部が子育て世帯臨時特例給付

金の申請書になっています（公務員の人を除く）
ので、併せて手続きをお願いします。

▽提出期間　６月１日（月）～ 30 日（火）

▽
�

�必要なもの　①現況届用紙、②認印、③健康保険
証（受給者本人のもの）の写し→厚生年金・共済
年金加入者のみ必要です。桜井市国保加入者や年
金未加入者は必要ありません。④別居監護申立書

（児童と別居している場合に必要）→受給者が養育
する 18 歳までの児童が市外に居住している場合
は、児童を含む世帯全員の住民票謄本（本籍・続
柄の記載があるもの）を添付してください。

※�その他、平成 27 年１月１日現在で桜井市に住民
票がなかった人は、平成 27 年度の課税（非課税）
証明書を前住所地で取得して、現況届と併せて提
出してください。

☆手当支給額

年　　　　齢 支 給 月 額
０～３歳

（３歳の誕生月まで） 15,000 円

３歳～小学校修了前
（第１子・第２子） 10,000 円

３歳～小学校修了前
（第３子以降） 15,000 円

中学生 10,000 円

その他、所得制限額を超え
る人の児童は、一律月額 5,000 円

☆所得制限限度額
　平成 27 年度（平成 26 年中）所得（単位：万円）

住民税扶養親族の数 所得限度額
０人 622.0
１人 666.0
２人 698.0
３人 736.0
４人 774.0
５人 812.0

� ▽問い合わせ先　児童福祉課こども福祉係（ 42 ‐ 9111 内線 281）

【
総
合
体
育
館　

45‐
０
６
０
９ http://w

w
w
.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー

☆手当支給月
　�６月・10 月・２月のそれぞれ 15 日
（土・日・祝日の場合は、その前の
平日）に、各月の前月分までの手当を支給します。
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図 書 館 か ら の お 知 ら せ

おはなし会の案内（当日参加）
　『桜井おはなしの会』や『こども読

よ
未
み

知
ち

』、職員によるおはなし会を開催しています。
月 日 担 当 時 間 内 容 場 所

６ 6 日（土） 桜井おはなしの会 午後 3 時～ 3 時 30 分
おはなしや絵本の読み
聞かせなど おはなしのへや

20 日（土） こども読未知 絵本の読み聞かせなど
※大人も入場できます

●�新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆�お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。
　　　　　期限を過ぎてもご返却がない場合、貸出停止になることがあります。
　　　　　みなさんのご理解とご協力をお願いします。
◎今月の休館日は、毎週火曜日と第２金曜日（12 日） です。

【図書館 44‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

●図書館教養講座　前期講座生募集（万葉集について・連続２回）
　万葉集や郷土にまつわる文学を学ぶ。

▽時間　午後２時～３時 30 分

▽場所　図書館研修室

▽対象　一般

▽定員　40 名

▽ �資料代　200 円（第 1 回目の講座で集めます。）

▽ ����申込方法　往復ハガキまたはＥメールに、講座名、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて〒 633 ‐ 0051
大字河西 31 市立図書館、Ｅメール：tosyokan.sakura@office.eonet.ne.jp へ申込んでください。また、図書館カ
ウンターでも受付しています。

▽受付期間　６月１日（月）から定員に達するまで。

開催日 テーマ 講師

６月27日（土）「額田王の歌碑」 奈良県立万葉文化館
研究員　小倉久美子さん

８月１日（土）「三輪と巻向－人麻
呂の万葉歌から－」

奈良県立万葉文化館
主任研究員　井上さやかさん

　前回に続き、今後の男女共同参画社会実現のための基礎材料とするために平成
25 年 12 月に実施した桜井市男女共同参画に関する意識調査結果を報告します。
◆回答いただいたその結果の一つを紹介します。
　「家庭内の役割分担について」

№ 35 桜井市男女共同参画に関する意識調査結果より（5）

家庭内の役割分担の負担
感について、男女ともに

「生活費の確保」や「お年
寄り、病人の世話・介護」
と答えた割合が高くなっ
ている。また、男性では
女性より「生活費の確保」
が、女性では男性より「子
どものしつけ・教育」、「掃
除」、「子どもの世話」と
いった子どもや家事に関
することへの負担感が高
く、手助けが必要と回答
している。（図表ア）

問　�家庭内の役割分担について、特に、あなたにとって負担であり、家庭の
協力や手助けが必要と感じているものはどれですか。＜上位８位＞

0%

10%

20%

30%
全体（1,548人）
男性（681人）
女性（838人）

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/
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（図表ア）

【人権施策課】
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　今回は、市民目線で「桜井のとっておき」を
選んだ「大和さくらい１００選」の「記紀万葉
ゆかりの地」に選ばれている聖徳太子ゆかりの
場所を紹介するよ！

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/
index.html
観光まちづくり課

（ 42 ‐ 9111 内線 342）
E-mail：kanko@city.sakurai.lg.jp 

　２つ目は、｢上之宮遺跡｣。市指定史跡の一つだよ。こ
こでは、いろんな出土品と一緒にモモ、スモモ、ナツメ
など他にもたくさんの果実の種子や花粉も一緒に見つ
かったんだって。聖徳太子が 20 年間も居所としていた
らしいよ。どんな生活をしていたのかな～！？

　最後は、三輪にある ｢平等寺｣ だよ。このお寺は、西暦
581 年に聖徳太子が平和を祈願して本尊の十一面観音菩薩を
彫んで、建立したといわれているよ。明治初期の廃仏毀釈の影
響を最も大きく受けたお寺の一つといわれて、当時は、仏像
なども失われて、ほぼ石積み
を残した状態だったんだって。
現在は、本堂も再建されてい
て、たくさんの人がお参りし
ているよ。

　1 つ目は、「土舞台」だよ。桜井市にはたくさんの国の始まりがあっ
て、この場所は「芸能発祥の地」として、そのひとつといわれているよ。
聖徳太子伝暦（伝記）によると、聖徳太子が百済人味

み ま し
摩之の伝えた

伎楽舞を少年たちに習わしたそうよ。だから、日本最初の国立劇場
と国立演劇研究所を設けられた
場所として伝えられているよ。
桜井公園内にある広～くて見晴
らしの良い場所だよ。

土舞台

安倍文殊院

若桜神社

艸墓古墳

上之宮遺跡

奈良情報商業高校

メスリ山古墳

安倍寺跡

国道165号

県
道
15
号

狭井神社

平等寺
大神神社

金屋の石仏
喜多美術館

市立埋蔵
文化財センター 三

輪
駅

中和幹線

山
の
辺
の
道箸墓古墳

JR
万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線

　一度、訪れてみてね！

昨年の土舞台でのイベントの様子

出土した遺構（復元）

出土品として写真の木簡（指定文
化財）やその他にもたくさん貴重
な品が見つかっているよ！
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❀桜井市
ＰＨＯＴＯニュース

「観光看板設置のため団体・企業から寄附金」
　桜井市商工会の卜部能尚会長と桜井木材協同組合の谷
奥理事長の代理で岩本亨副理事長が松井市長を訪ね、「桜
井駅北口の看板整備に役立ててほしい」と賛同された団
体・企業を代表して指定寄附金を手渡されました。観光
看板は桜井駅北口に設置されています。ご覧ください。

「登下校の安全を願って」
　市内小学校を代表して、織田小学校の新入生に奈良県
交通安全協会よりランドセルカバーの贈呈式がありまし
た。このランドセルカバーは、新入生が安全に登下校で
きるように毎年県内の新入生に対して寄贈されているも
のです。
　式の中で教育長から「ランドセルカバーをつけて交通
ルールを守り、安全に登下校してください。また、先生
や地域のみなさんへの感謝の気持ちを忘れないようにし
ましょう」と話がありました。

「長谷寺門前町をクラッシクカーが行く！」
　名古屋市の熱田神宮を出発した Lafesta・Primavera

（ラフェスタプリマヴェラ）のクラシックカーの一行が、
紀伊半島を巡り３年連続で桜井市を通過しました。
　朝から降っていた雨はちょうど車が市内に入る頃に
すっかり上がり、長谷寺の参道には多くの観客が集まっ
て小旗を振りました。
　寺の門前にはお坊さんが並び、法螺貝を吹いて約 50
台の車を迎えました。長谷寺界隈は、昼の一時いつもと
趣が違う盛り上がりを見せました。

「春の交通安全県民運動」
　春の交通安全運動（５月 11 日～ 20 日）の初日、市
交通対策協議会や桜井警察署、奈良県交通安全協会桜井
支部協会などの各種団体が参加し、オープニングセレモ
ニーが行われました。セレモニーでは交通安全宣言と、
畿央大学付属幼稚園の園児達による和太鼓演奏がありま
した。
　セレモニー終了後、中央公民館前の交差点で、ドライ
バーや歩行者に対して、交通事故防止の啓発活動が行わ
れました。

4/9

4/19

ＮＥＷＳ❀✿✿

3/12

5/11

寄附をいただいた団体・企業（敬称略・順不同）
桜井木材協同組合、桜井市商工会、大和信用金庫、

（株）南都銀行、桜井ロータリークラブ、桜井ライ
オンズクラブ、桜井市観光まちづくり協議会
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この広報紙は、再生紙を利用しています

◇市民の動き◇　平成 27年４月 30日現在（前月比）
〈人口  59,319 人 (+3)〉〈男  28,246 人 (+11)〉〈女  31,073 人 (-8)〉〈世帯数  24,448 世帯 (+59)〉
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